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経
験
し
た
こ
と
の
な
い
記
録
的
豪
雨
が
ま
ち
を
襲
い
、
市
内
全
域
で
甚
大
な
被
害

を
及
ぼ
し
た
九
州
北
部
豪
雨
。
周
囲
の
風
景
に
倣な
ら

う
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
外
観
を
持
ち
、

竹
田
の
文
化
の
中
枢
と
し
て
多
く
の
市
民
に
愛
さ
れ
て
き
た
竹
田
文
化
会
館
も
濁

流
に
飲
ま
れ
…
。
市
民
の
心
に
悲
し
み
と
自
然
の
力
に
対
す
る
無
力
感
が
刻
み
込
ま

れ
た
平
成
24
年
７
月
12
日
。

一
歩
、
そ
し
て
ま
た
一
歩
と
６
年
の
復
興
の
歩
み
を
重
ね
、
今
こ
こ
に
竹
田
の
文

化
を
未
来
へ
と
つ
な
ぐ
「
竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル
〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉」
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
！

グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
オ
ー
プ
ン

文
化
を
紡
ぐ
新
拠
点–

竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル

10

７日

復
興
の
歩
み
と
と
も
に

平
成
27
年
８
月
に
行
わ
れ
た「
文

化
会
館
お
別
れ
式
」。
昭
和
51
年
か

ら
約
40
年
に
わ
た
り
、
愛
さ
れ
親
し

ま
れ
て
き
た
旧
文
化
会
館
に
最
後

の
別
れ
を
告
げ
る
と
と
も
に
、
新
し

い
文
化
ホ
ー
ル
の
建
設
に
向
け
、
歩

み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

ホ
ー
ル
の
規
模
や
施
設
用
途
等

を
考
え
る
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
を

10
回
開
催
し
、基
本
設
計
を
決
定
。

平
成
28
年
10
月
に
着
工
し
、
今

年
５
月
に
完
成
し
た
竹
田
市
総
合

文
化
ホ
ー
ル
の
施
設
規
模
は
、
Ｒ

Ｃ
・
木
造
・
一
部
鉄
骨
造
平
屋
一
部

４
階
建
て
で
延
べ
約
４
９
０
０
平

方
メ
ー
ト
ル
。
収
容
人
数
７
１
３

人
の
大
ホ
ー
ル
や
可
動
式
客
席

１
７
０
席
を
備
え
る
多
目
的
ホ
ー

ル
、
楽
屋
や
ロ
ビ
ー
、
作
品
展
示
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
活
用
で
き
る
ギ
ャ

ラ
リ
ー
な
ど
を
整
備
。

楽
聖
・
瀧
廉
太
郎
に
ち
な
み
「
廉

太
郎
ホ
ー
ル
」
と
名
付
け
ら
れ
た

大
ホ
ー
ル
は
、
天
井
の
高
さ
が
大

き
な
特
徴
。
こ
の
天
井
が
大
き
な

エ
ア
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
作
り
、
的
確

に
配
置
さ
れ
た
反
響
板
や
客
席
の

側
面
壁
が
豊
か
な
響
き
を
生
み
出

し
ま
す
。
ま
た
、
舞
台
か
ら
客
席

ま
で
連
続
す
る
木
材
の
床
組
み
や

束
立
て
が
施
さ
れ
、
心
地
よ
い
振

動
を
体
感
で
き
る
音
楽
ホ
ー
ル
で

す
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
演
奏
会
や
オ
ペ

ラ
、
講
演
会
な
ど
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
対
応
で
き
ま
す
。

竹
田
の
方
言
「
来
な
あ
え
」
が

由
来
の
多
目
的
ホ
ー
ル
「
キ
ナ
ー

レ
」
は
、
自
然
光
を
取
り
入
れ
、
木

の
温
も
り
が
優
し
い
開
放
的
な
空

間
。
映
画
上
映
会
や
ダ
ン
ス
、
ギ
ャ

ラ
リ
ー
な
ど
利
用
者
の
目
的
に
応

じ
た
使
用
が
可
能
で
す
。

　

総
事
業
費
は
約
31
億
８
千
万

円
。
そ
の
う
ち
国
庫
補
助
金
が
約

９
億
４
千
万
円
、
地
方
債
が
約

17
億
２
千
万
円
。
基
金
は
約
５
千
万

円
。
一
般
財
源
か
ら
は
４
億
７
千
万

円
を
支
出
し
完
成
し
ま
し
た
。

文
化
を
愛
し
、
輝
き
続

け
る
施
設
に

ド
イ
ツ
語
の
「
輝
か
し
さ
」「
き

ら
め
き
」
か
ら
、
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ

人
の
新
し
い
才
能
が
「
き
ら
め
き
」、

文
化
ホ
ー
ル
そ
の
も
の
が
「
輝
き
」

続
け
る
施
設
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
た
「
グ
ラ

ン
ツ
た
け
た
」。

竹
田
の
文
化
を
紡
ぎ
、
未
来
へ

と
輝
き
を
放
ち
続
け
る
ホ
ー
ル
と

し
て
、
10
月
７
日
㈰
に
待
ち
に
待
っ

た
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
ま
す
。

①

② ③ ④

①音の響きにこだわった「廉太郎ホール」。専門家の評価も高い　②映画上映や発表会など多目的な活用が可能な「キナーレ」　③楽屋は５部屋整備され、他にも和室２室、
防音が施された練習室や調理室もある　④憩いと交流の場として、多様な使い方ができる「市民ラウンジ」

広報たけた平成 30 年 10 月号 2



広報

10月号

■撮影場所　竹田市総合文化ホール〈グランツたけた〉
■題　　字　草刈樵峰（竹田市在住の書家）

復興を願う多くの方か
ら支援をいただき〈グラ
ンツたけた〉がいよいよ
オープンします。
新たな文化活動、生涯学
習活動の拠点として、市
民の皆さんが輝き、愛さ
れる場所となりますよ
うに…

文化を紡ぐ新拠点 10/７㊐グランツたけたオープン

第72回瀧廉太郎記念 全日本高等学校声楽コ

ンクール

＂竹田ん宝もん”はみんなの宝もの！／岩崎恭

子さん、来たる

グランツたけた公演情報／全国炭酸泉シンポ

ジウム2018 ほか

監査公表／たけたん新電力

農業トピックス

たけたんトピックス

新こども診療所 完成は来年２月／竹田の婚活

を＂のぞき見＂コラム ほか

インフルエンザ予防接種に係る費用を助成します

学び舎／まるごと博物館

11月１日は「おおいた教育の日」です

たけたんカレンダー

たけたんインフォ

たけたんインフォ／求人情報／人権シリーズぬくもり

休日・夜間の在宅当番医院／出張！えがおの子育て小児科

STOP滞納!!  滞納整理を強化しています

竹田市人事行政の運営等の状況

図書館に行こう

市長コラム「有由有縁」

平成最後の夏、熱いパフォーマンス／アッパ

レ！100歳以上36人 ほか

郷土の植物／すくすく１歳／アッパレ！100歳

／誕生おめでとう

2

4

5

6

7

8

10

12

13

14

15

16

18

22

23

24

26

29

30

31

32

人　口　22,044　 人

男　性　10,298　 人

女　性　11,746　 人

世帯数　10,336 世帯
  ※平成30年９月１日現在の住民基本台帳による

（ 前 月 比 ）

（ － 39 人 ）

（ － 20 人 ）

（ － 19 人 ）

（－ 15 世帯）

人口のうごき

■今月の表紙

「文化の胎動、

　  竹田ルネサンス」

９
月
17
日
、
市
民
を
対
象
に
し

た〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉の
内
覧
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

廉
太
郎
ホ
ー
ル
で
は
、
ピ
ア
ニ

ス
ト
の
古
賀
美
代
子
さ
ん
と
榎
元

圭
さ
ん
が
、
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
社

製
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
・
ピ
ア
ノ
を

演
奏
し
な
が
ら
、
ホ
ー
ル
の
音
の

響
き
や
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
の
特
性

な
ど
を
解
説
。

多
目
的
ホ
ー
ル
「
キ
ナ
ー
レ
」
や

楽
屋
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
市
民
ラ
ウ
ン

ジ
な
ど
を
見
学
し
た
来
場
者
の
皆

さ
ん
は
、
木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ

た
明
る
く
開
放
的
な
施
設
に
感
嘆

の
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

歌
謡
グ
ル
ー
プ
「
幸
栄
会
」
の

堀ほ
り

廣ひ
ろ
ゆ
き幸

代
表（
76
歳
・
本
町
）は
「
廉

太
郎
ホ
ー
ル
は
舞
台
か
ら
客
席
ま

で
の
距
離
感
が
近
く
、
お
客
さ
ん

一
人
ひ
と
り
の
顔
が
見
え
る
。
ス

テ
ー
ジ
で
歌
え
る
日
が
楽
し
み
」、

日
本
舞
踊
「
龍
知
会
」
の
塩し
お
ざ
き﨑

美み

さ

こ

佐
子
さ
ん（
80
歳
・
寺
町
）は
「
２
、

３
階
席
か
ら
の
眺
め
も
よ
く
、
ホ
ー

ル
全
体
の
雰
囲
気
が
温
か
い
。
ぜ

ひ
舞
台
で
踊
っ
て
み
た
い
」
と
、
グ

ラ
ン
ツ
の
開
館
を
待
ち
わ
び
て
い

ま
し
た
。

バ
ン
ド
の
結
成
以
来
、
40
年
を

と
も
に
歩
ん
で
き
た
旧
文
化
会
館
。

練
習
場
所
も
演
奏
を
披
露
す
る

ス
テ
ー
ジ
も
、
私
た
ち
の
大
切
な

楽
器
も
ろ
と
も
水
害
で
失
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
全
員
が
悲
嘆
に
暮
れ

た
あ
の
日
か
ら
６
年
。
や
っ
と
こ

こ
に
帰
っ
て
来
れ
ま
し
た
。

12
月
15
日
に
は
グ
ラ
ン
ツ
で
初

公
演
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
新
た

な
気
持
ち
で
ス
タ
ー
ト
を
切
ろ
う

と
、
メ
ン
バ
ー
21
人
の
士
気
も
高

く
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

１
つ
１
つ
の
音
が
ク
リ
ア
に
聞
こ

え
る
廉
太
郎
ホ
ー
ル
。
音
響
の
良

さ
を
生
か
し
て
、
ブ
ル
ー
フ
ェ
ニ
ッ

ク
ス
の
サ
ウ
ン
ド
を
皆
さ
ん
に
届

け
ま
す
！

幼
稚
園
の
と
き
、
瀧
音
楽
祭
で

ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
た
旧
文
化
会
館
。

と
て
も
緊
張
し
た
こ
と
を
憶
え
て

い
ま
す
。
そ
の
旧
文
化
会
館
が
被

災
し
た
と
き
は
心
に
ポ
ッ
カ
リ
穴

が
空
い
た
気
が
し
ま
し
た
。

音
響
に
こ
だ
わ
っ
た
新
し
い
文

化
ホ
ー
ル
が
完
成
し
、
そ
こ
で
演

奏
で
き
る
と
思
う
と
ワ
ク
ワ
ク
し

ま
す
。

７
月
に
行
わ
れ
た
県
吹
奏
楽
コ

ン
ク
ー
ル
で
は
９
年
ぶ
り
、
創
部

以
来
２
度
目
の
金
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
来
年
３
月
に
は
グ
ラ
ン
ツ

で
節
目
と
な
る
第
50
回
の
定
期
演

奏
会
を
行
い
ま
す
。
い
つ
も
応
援

し
て
く
だ
さ
る
地
域
の
皆
さ
ん
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
が
届
く
よ
う
に
、

ま
た
多
く
の
人
に
楽
し
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
な
ス
テ
ー
ジ
を
部
員
34

人
で
お
見
せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

音
楽
で
み
ん
な
を
笑
顔
に
！

市民内覧会を開催

た
だ
い
ま
！

私
た
ち
の
ス
テ
ー
ジ

グ
ラ
ン
ツ
で
の
演
奏
に
ワ
ク
ワ
ク

ブルーフェニックスジャズ
オーケストラ バンドマスター

小
こいで

出  六
む と し

十志さん（55歳）

大分県立竹田高等学校
器楽部 部長

橋
はしづめ

爪  真
ま い

依 さん（２年）

お詫びと訂正

広報たけた９月号の４、５ページの記事「まちづくり対
談」の掲載内容について誤りがございました。

（誤）大分大学工学部福祉環境工学科建築コース助教
　　姫野由香さん

（正）大分大学理工学部創生工学科建築学コース助教

　　姫野由香さん

姫野様、関係者の皆様にご迷惑おかけしましたことを
深くお詫び申し上げます。
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グ
ラ
ン
ツ
に
刻
ま
れ
る
新
た
な
歴
史

第
72
回
瀧
廉
太
郎
記
念

全
日
本
高
等
学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル

廉
太
郎
ホ
ー
ル
に
響
く
若
き
歌
声
の
競
演

入
場
無
料

全
国
の
高
校
生
が
瀧
廉
太
郎
ゆ
か
り
の
ま
ち
・
竹
田
に
集
い
、
日
本
一
を
め
ざ
し
ま
す
。

今
年
は
竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉
で
の
初
開
催
と
な
り
、
大
会
の
歴

史
に
新
た
な
１
ペ
ー
ジ
が
刻
ま
れ
ま
す
。
若
き
才
能
が
生
み
出
す
感
動
の
歌
声
を
、
全
国
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
音
響
を
誇
る
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
「
廉
太
郎
ホ
ー
ル
」
で
ぜ
ひ
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

昨年１位の石本高雅さん（東京藝術大学声楽

科１年／大分東明高等学校）、２位の田口綾弓さ

ん（東京藝術大学声楽科１年／千葉県・国府台女

子学院高等部）のお二人はこの夏、ウィーンに短

期留学。本場のレッスンを受け、ひと回り大きく

なって竹田に帰って来ます。これから世界へ羽

ばたくであろう若きお二人の歌声をお楽しみく

ださい。

日時　10月21日㈰　午後12時30分〜 1 時10分

72年の歴史の中で、佐藤美枝子さん（ソプラノ／藤原歌劇団）、

渡邉弘樹さん（バリトン／フィレンツェ歌劇場）など、世界で活

躍する人材を輩出してきたこのコンクール。ここから羽ばたく

未来のアーティストを皆さんで見届けましょう。

17：30〜
オリエンテーション・
予選抽選会

18：30〜
開会式・歓迎レセプション

11：00〜
コンクール（本選）開始

12：30〜
ウィーン留学報告演奏会

13：10〜
ライプツィヒ
ピアノ・バリトンコンサート

コンサート終了後
本選審査発表・表彰式・閉会式

12：50〜
審査員紹介

13：00〜
コンクール（予選）開始

18：00〜
審査発表・本選抽選会

コンクール日程

竹田から世界へ！  ウィーン留学報告演奏会

問瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール事務局　☎0974-63-4837

バ
ッ
ハ
や
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
、

そ
し
て
瀧
廉
太
郎
ゆ
か
り
の
地
、

ド
イ
ツ
・
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
か
ら
お

二
人
の
方
が〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉

オ
ー
プ
ン
の
お
祝
い
に
駆
け
つ
け

て
く
れ
ま
す
。

バ
ッ
ハ
が
27
年
間
音
楽
監
督（
カ

ン
ト
ル
）
を
務
め
た
ト
ー
マ
ス
教

会
少
年
合
唱
団
で
、
現
在
声
楽
講

師
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
バ
リ

ト
ン
歌
手
の
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・
ハ
イ

ネ
マ
ン
さ
ん
と
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の

コ
ン
ツ
タ
ン
ツ
ェ
・
ホ
リ
ツ
ァ
ー
さ

ん
で
す
。

世
界
に
名
だ
た
る
音
楽
の

街
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
の
本
場

の
演
奏
が
廉
太
郎
ホ
ー
ル
に

響
き
渡
り
ま
す
。

日
時　

10
月
21
日
㈰　

午
後

１
時
10
分
〜 

10

10

10

19

20

21

金

土

日

ド
イ
ツ
・
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
か
ら
の
贈
り
物

ピ
ア
ノ
と
バ
リ
ト
ン
の
コ
ン
サ
ー
ト
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第72回瀧廉太郎記念  全日本高等学校声楽コンクール

石
いしもと

本 高
こ う が

雅さん 田
た ぐ ち

口 綾
あ ゆ み

弓さん

↑シュテファン・ハイネマンさん（右）と
コンツタンツェ・ホリツァーさん（左）



日
時　

11
月
６
日
㈫　

開
場
は
午
後

１
時
20
分
〜
／
開
会
は
午
後
１
時
50

分
〜（
午
後
３
時
30
分
閉
会
予
定
）

場
所　

竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル

〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉

テ
ー
マ　

「
幸
せ
は
い
つ
も
自
分
で

つ
か
む
」

一
般
参
加
者
募
集

　

竹
田
高
校
の
生
徒
の
他
に
、
一
般

参
加
者
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
聴
講

は
無
料
で
す
が
、
席
に
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、
講
演
会
前
日
ま
で
に
電

話
で
の
ご
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

１
階
席
は
竹
田
高
校
生
が
使
用
し
ま

す
の
で
、
２
階
席
と
３
階
席
に
ご
案

内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▪申
　

・
問
竹
田
市
文
化
政
策
課
（
竹
田

市
総
合
文
化
ホ
ー
ル
内
）

☎
63-

４
８
３
７

E-m
ail:b

u
n

ka@
city.taketa.lg

.jp

↑①プロジェクトの始まり「昭和
の同窓会」②映画制作教室でさ
まざまな体験をした子どもた
ち③映像に映し出された当時
の様子を語る地域の人たち④
エンドロールにみんなで登場！
⑤昭和時代の懐かしい８ミリ
ビデオカメラ

”

竹
田
ん
宝
も
ん
”は
み
ん
な
の
宝
も
の
！

10
月
28
日
上
映
会
開
催
！

竹
田
の
記
憶
を
つ
な
ぐ
映
画

第10回川端康成記念講演会

岩崎恭子さん、来たる
昭和27年10月24日から28日にかけて、川端康成先生は竹田を訪れ、28日に

大分県立竹田高校講堂で生徒を前にご講演をいただきました。

当時、先生の講演を聴いた方々は、今なおその記憶を強くし、その体験を糧

に社会で活躍されています。大きな感動と、若者の遺伝子を眠りから目覚めさ

せ、後の人生のエネルギーとして蓄積されたに違いありません。

過去に刻まれた歴史的文化的事実を今に活かし、新たな未来を築いていく

ため、本年も記念講演会を開催します。

今回の講師は、バルセロナ五輪競泳金メダリストの岩崎恭子さんです。

バルセロナ五輪では、当時のオリンピッ

ク記録を塗り替えるタイムで競泳史上最

年少金メダリストに輝き、名言として残るイ

ンタビューも相まって、一躍時の人となりま

した。

引退後はスイミングアドバイザーやス

ポーツコメンテーターとして、水泳の普及

活動に取り組まれています。

「今まで生きてきた中で、一番幸せです。」

の名言を残した  岩
いわさき

崎恭
きょうこ

子さん

①

②

③

④

⑤

5 2018 年 10 月発行

＂竹田ん宝もん”はみんなの宝もの！／岩崎恭子さん、来たる

昭
和
時
代
に
撮
影
し
た
８
ミ
リ
フ
ィ

ル
ム
を
集
め
、
地
域
映
画
を
つ
く
る

「
竹
８
シ
ネ
マ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
こ
れ

ま
で
に
街
並
み
や
家
族
の
ほ
ほ
え
ま

し
い
光
景
、
祭
り
や
運
動
会
な
ど
「
当

時
の
竹
田
」
を
記
録
し
た
約
４
０
０

本
の
フ
ィ
ル
ム
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
多
く
の
市

民
に
映
画
づ
く
り
に
携
わ
っ
て
も
ら

う
た
め
、
フ
ィ
ル
ム
映
像
に
の
せ
る
Ｂ

Ｇ
Ｍ
や
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
等
の
制
作
教

室
を
１
年
に
わ
た
り
開
催
。
参
加
し

た
子
ど
も
た
ち
は
身
近
に
あ
る
道
具

を
使
い
、
映
像
に
合
わ
せ
た
効
果
音

を
作
っ
た
り
、エ
ン
ド
ロ
ー
ル
映
像
を

８
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
で
撮
影
す
る
な
ど

映
画
制
作
を
体
験
し
ま
し
た
。

ま
た
、
園
児
の
歌
声
や
音
楽
家
に

よ
る
演
奏
、
実
際
に
映
像
を
撮
影
し

た
方
の
語
り
を
合
わ
せ
て
収
録
し
、

延
べ
３
０
０
人
の
市
民
の
皆
さ
ん
と

作
り
上
げ
た
音
と
フ
ィ
ル
ム
映
像
を

重
ね
て
編
集
し
た
、
世
界
に
一

つ

だ
け
の
『
竹
田
の
記
憶
を
、
竹
田
の

人
た
ち
が
つ
な
ぐ
地
域
映
画
』
が
ま

も
な
く
完
成
し
ま
す
。

「
小
・
中
学
校
の
地
域
学
の
授
業
、

認
知
症
予
防
な
ど
に
こ
の
映
画
を
活

用
し
て
ほ
し
い
」
と
話
す
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
実
行
委
員
会
の
田
部
朋
二
会
長
。

「
映
画
に
映
し
出
さ
れ
る
古
き
良
き

時
代
の
竹
田
。
竹
田
に
は
す
ば
ら
し

い
宝
物
が
あ
る
こ
と
を
多
く
の
人
に

伝
え
た
い
。
こ
の
映
画
が
皆
さ
ん
に
と
っ

て
未
来
へ
進
む
力
に
な
れ
ば
」

完
成
上
映
会
は
10
月
28
日
㈰
に

竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル
〈
グ
ラ
ン

ツ
た
け
た
〉
で
開
か
れ
ま
す
。
当
日

は
午
後
１
時
に
開
会
。
市
民
参
加
型

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
メ
イ
キ
ン
グ
映

像
の
上
映
、
Ｂ
Ｇ
Ｍ
制
作
者
や
市
民

に
よ
る
音
楽
会
、
そ
し
て
最
後
に
地

域
映
画
「
竹
田
ん
宝
も
ん
」
の
上
映

が
行
わ
れ
ま
す
。

入
場
は
無
料
。
宮
砥
・
荻
・
久
住
・

直
入
地
域
よ
り
無
料
の
送
迎
バ
ス
が

出
ま
す
が
、
予
約
が
必
要
で
す
。
お

問
い
合
わ
せ
は
、
竹
８
シ
ネ
マ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
実
行
委
員
会
（
竹
田
市
文
化
政

策
課
内　

☎
63-

４
８
３
７
）ま
で
。



グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
公
演
情
報

日
時　

平
成
31
年
１
月
５
日
㈯　

午
後
５
時
30
分
開
場
／
午
後
６
時

開
演
▼
１
月
６
日
㈰　

午
後
１
時

30
分
開
場
／
午
後
２
時
開
演

入
場
料（
全
席
指
定
／
消
費
税
込
）

一
般
６
千
円
／
市
民
割
引
価
格

４
千
円

※
現
在
、
公
演
チ
ケ
ッ
ト
を
販
売
中

で
す
。
チ
ケ
ッ
ト
の
取
り
扱
い
は
、

左
記
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

市
内
学
生
へ
の
特
別
企
画
！

D
R
U
M 
T
A
O
の
チ
ケ
ッ
ト

を
高
校
生
以
下
の
皆
さ
ん
へ
特
別

価
格（
２
千
円
）で
販
売
し
ま
す
！

※
両
日
あ
わ
せ
て
限
定
２
０
０
席

（
先
着
順
）

※
席
は
お
選
び
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

※
当
日
の
座
席
指
定
と
な
り
ま
す
。

竹田市を拠点に全国そして世界で活躍する和太鼓エン
ターテイメントDRUM TAO が、満を持して臨む２日間だけ
の特別公演。2019年新春、竹田市総合文化ホール〈グラン
ツたけた〉に TAO が降臨します！

DRUM TAO 25周年特別公演～伝説～
この杮落としだけの
～SUPER BEST LIVE～

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｙ　

幸
せ
な
結
婚
を
夢
見

る
英
子
と
音
の
な
い
世
界
に
生
き
る

裕
作
。
裕
作
が
差
し
出
し
た
ノ
ー
ト

に
書
か
れ
て
い
た
の
は
…
「
漫
才
や
ろ

う
。」
二
人
の
出
会
い
を
き
っ
か
け
に
裕

作
の
諦
め
て
い
た
夢
が
、英
子
の
止
ま
っ

て
い
た
時
間
が
動
き
出
す
。
手
話
を

交
え
な
が
ら
二
人
の
俳
優
の
絶
妙
な

掛
け
合
い
と
ピ
ア
ノ
の
生
演
奏
で
繰
り

広
げ
ら
れ
る「
と
っ
て
も
一
途
な
物
語
」。

出
演　

武
者
真
由
、
市
村
啓
二

音
楽
・
ピ
ア
ノ
演
奏　

中
島
健
作

日
時　

12
月
７
日
㈮　

午
後
２
時
〜

／
午
後
７
時
〜

入
場
料　

一
般 

２
千
円
／
高
校
生

以
下 

１
千
円

発
売
開
始　

10
月
15
日
㈪　

午
前

10
時
〜

２
０
１
６
年
第
13
回
杉
並
演
劇
祭

「
大
賞
」
受
賞
作
品

二
人
芝
居 

『
Ｈ
a
n 

d 

Y
』

問 

竹
田
市
文
化
政
策
課

☎
63-

４
８
３
７

ハ

ン

デ

ィ

・グランツたけたは午前９時～午後
　５時（平日のみ、発売開始日は午前
　10時～）
※市民割引をご利用の際は、市内在
住であることを証明できるもの（運転
免許証など）をご持参ください。
※窓口でのチケット購入は１回の購
入で１人につき４枚までです。
・トキハ会館プレイガイドは午前10
　時～午後７時
・ローソンチケットは24時間（発売
　開始日は午前10時～）
　Lコード：82266（DRUM TAO 特別
　公演）／Lコード：82095（二人芝居
　『HandY』）
・ライブポケットは24時間（発売開
　始日は午前10時～）
https://t.livepocket.jp/e/a57tt

（DRUM TAO特別公演）
https://t.livepocket.jp/e/tjtg0

（二人芝居『HandY』）

温泉大国・日本においても特に希少とされる炭酸泉。その天然の
恵みは、「湯治」や「飲泉」といった温泉地独自の文化を形成し、人々
の暮らしを豊かにしてきました。

炭酸泉の持つ「健康・美容・癒し」といった魅力を伝え、温泉地な
らではの地域戦略を提案します。
日時　10月８日㈪　午前10時～12時（開場は９時～）
会場　竹田市直入公民館
定員　250人　※当日整理券を配布
参加費　無料
問竹田市商工観光課　☎63‒4807

ながゆんマルシェ同日開催！

「長湯温泉の良さを知ってもらいたい」
―地元の若者たちが、地域の食材をふ
んだんに使ったマルシェを開きます。九
州各地からも出店者が集まります。
出店時間　午前11時～午後４時
場所　長湯ダム・道の駅ながゆ
問ジプシースマイルカフェ
☎75‒2171

DRUM TAO 特別公演・二人芝居
『HandY』のチケット取扱い

↑
良
寛　

［
誠
な
る
か
な
こ
の
言
也
］

“温泉新時代を拓く”

全国炭酸泉シンポジウム2018
川
端
康
成
ゆ
か
り
の
作
品
を
特
別
展
示

スペシャルゲスト
橋本マナミさん（女優・温泉愛好家）

©ＤＲＵＭＴＡＯ

２日間

限り!

広報たけた平成 30 年 10 月号 6

グランツたけた公演情報／全国炭酸泉シンポジウム2018 ほか

竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル
〈
グ
ラ

ン
ツ
た
け
た
〉
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
企

画
「
竹
田
で
出
会
う
美
し
い
日
本
」。

川
端
康
成
が
追
及
し
た
日
本
の
美

の
世
界
に
触
れ
る
企
画
の
導
入
部
と

し
て
、
川
端
康
成
と
深
い
親
交
が
あ
っ

た
東
ひ
が
し
や
ま山
魁か

い

い夷
所
蔵
の
作
品
群
を
、
東

山
家
の
ご
協
力
に
よ
り
特
別
展
示
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
７
日
㈰　

午
後
２
時

〜
５
時
／
８
日
㈪
〜
14
日
㈰　

午

前
10
時
〜
午
後
５
時

会
場　

竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル

〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉

問
竹
田
市
文
化
政

策
課

☎
63-

４
８
３
７



前
回
ま
で
４
回
に
わ
た
り
、
世
界

的
に
は
脱
炭
素
並
び
に
技
術
革
新
・

大
量
生
産
に
よ
る
低
価
格
化
か
ら
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
急
激
に
普
及

し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
日
本
に
お

い
て
は
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
地
方

に
こ
そ
資
源
が
豊
富
で
、
地
域
経
済

に
良
い
効
果
を
生
み
出
し
得
る
こ

と
を
述
べ
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ

る
地
域
経
済
へ
の
良
い
効
果
」
と
い

う
点
を
少
し
掘
り
下
げ
て
説
明
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
た
だ

増
や
す
こ
と
が
、
無
条
件
に
地
域
経

済
へ
効
果
が
あ
る
と
言
え
な
い
と

こ
ろ
を
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
押
さ
え

て
く
だ
さ
い
。
前
号
で
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
岐
阜
の
平
野
さ
ん
の

よ
う
に
、
個
人
法
人
問
わ
ず
地
域
住

民
が
事
業
主
体
と
な
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
仮
に
１
０
０
０
キ
ロ
ワ
ッ

ト
の
太
陽
光
発
電
所
を
例
に
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

建
設
費
用
が
２
億
円
、
年
間
の
発

電
量
が
１
２
０
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
、

電
力
買
取
価
格
が
18
円
、
買
取
期

間
が
20
年
と
し
た
場
合
、
年
間
の
売

電
収
入
は
２
１
６
０
万
円
と
な
り

ま
す
。
設
備
の
経
年
劣
化
も
あ
り

ま
す
の
で
、
向
こ
う
20
年
間
の
売
上

平
均
値
は
毎
年
２
千
万
円
と
し
ま

す
。
さ
ら
に
話
を
単
純
化
す
る
た

め
に
建
設
費
用
を
買
取
期
間
で
平

均
分
割
し
、
そ
れ
に
伴
う
金
利
も
割

愛
し
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
計
算
を

す
る
と
毎
年
１
千
万
円
の
粗
利
が

計
上
で
き
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

こ
の
中
か
ら
固
定
資
産
税
な
ど

の
諸
税
も
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、
こ
の
事
業
を
行
っ
て
い

る
主
体
が
地
域
住
民
で
あ
れ
ば
、
こ

の
金
額
は
、
基
本
的
に
は
地
域
資
源

を
使
っ
て
地
域
内
に
生
み
出
さ
れ

る
お
金
で
す
。
し
か
し
、
地
域
外
の

企
業
等
が
地
方
で
行
っ
て
い
る
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
な
ど
で
は
、
固
定
資
産

税
以
外
の
お
金
は
地
域
か
ら
流
出

し
、
例
え
ば
東
京
や
大
阪
な
ど
の
大

都
市
に
出
て
い
っ
て
い
る
の
で
す
。

せ
っ
か
く
生
ま
れ
た
地
域
の
経

済
振
興
の
新
し
い
チ
ャ
ン
ス
を
逃

し
た
く
な
い
と
、
地
域
に
あ
る
資
源

は
本
来
地
域
の
た
め
に
使
わ
せ
た

い
、
せ
め
て
優
先
的
に
使
用
す
る
権

利
が
地
域
住
民
に
あ
る
と
い
う
よ

う
に
、
条
例
で
定
め
る
自
治
体
な
ど

も
出
始
め
て
い
ま
す
。（
次
号
に
続

く
）

文
／
㈱
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｗ　

下
村
崇
顕

問
ま
ち
づ
く
り
た
け
た
㈱

☎
64-

０
１
７
５

地
産
地
消
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

　
　
　
　 

未
来
の
ま
ち
づ
く
り

自然エネルギーによる地域の経済効果

監 

査 

公 

表
竹
田
市
監
査
委
員
　

　
　
児
　
玉
　
淳
　
一

　
　
阿
　
部
　
雅
　
彦

 Vol.7  
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監査公表／たけたん新電力

地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
の
規

定
に
基
づ
き
、
平
成
30
年
４
月
か
ら

平
成
30
年
７
月
ま
で
の
各
月
に
お

い
て
、
市
長
部
局
、
上
下
水
道
課
及

び
教
育
委
員
会
の
監
査
を
実
施
し

た
の
で
、
そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

■
共
通
事
項

財
務
事
務
に
関
す
る
監
査
つ
い
て

は
事
前
に
精
査
を
し
、
監
査
当
日
は

証
書
類
及
び
そ
の
他
関
係
書
類
等

の
審
査
を
行
い
、
処
理
に
つ
い
て
修

正
が
必
要
な
箇
所
は
改
善
す
る
よ

う
指
導
し
た
。

  

市
長
部
局
・
上
下
水
道
課

■
人
権
・
同
和
対
策
課

平
成
31
年
度
か
ら
５
年
間
の
「
竹

田
市
人
権
教
育
・
啓
発
実
施
計
画
」

策
定
に
向
け
、
現
計
画
の
着
実
な
実

施
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

２
年
目
を
迎
え
る
「
第
２
次
男
女

共
同
参
画
プ
ラ
ン
た
け
た
」
に
つ
い

て
は
、
諸
施
策
を
講
じ
て
推
進
に
努

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

住
宅
新
築
資
金
等
償
還
金
の
収

納
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
取
り
組
ま

れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
白
丹
保
育
所

保
育
理
念
に
掲
げ
る
「
子
ど
も
一

人
一
人
を
大
切
に
し
、
保
護
者
か
ら

も
信
頼
さ
れ
、
地
域
に
愛
さ
れ
る
保

育
所
を
目
指
す
」
に
向
け
て
家
庭
・

地
域
と
の
連
携
を
図
り
、
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

■
荻
支
所
地
域
振
興
課

荻
地
域
の
農
業
に
つ
い
て
は
、
一

層
の
振
興
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
要

望
す
る
。

商
工
観
光
振
興
に
関
し
て
は
、
地

場
産
業
の
育
成
等
に
努
め
ら
れ
る

よ
う
要
望
す
る
。

指
定
管
理
施
設
の
経
営
等
に
つ

い
て
、
一
層
の
指
導
を
図
ら
れ
る
よ

う
要
望
す
る
。

■
久
住
支
所
地
域
振
興
課

観
光
振
興
並
び
に
地
域
振
興
に

お
い
て
は
、
地
域
住
民
・
組
織
等
と

連
携
し
て
活
力
を
引
き
出
す
取
り

組
み
を
図
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望

す
る
。

久
住
高
原
荘
等
の
指
定
管
理
施

設
に
つ
い
て
は
、
運
営
等
の
指
導
を

更
に
強
化
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
直
入
支
所
地
域
振
興
課

農
業
、
商
工
観
光
に
つ
い
て
は
、

地
域
住
民
の
意
見
、
要
望
等
を
聞
き

な
が
ら
一
層
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要

望
す
る
。

指
定
管
理
施
設
の
経
営
等
に
つ

い
て
、
一
層
の
指
導
を
図
ら
れ
る
よ

う
要
望
す
る
。

職
員
の
健
康
管
理
に
は
、
引
き
続

き
留
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

■
上
下
水
道
課

平
成
30
年
度
か
ら
今
後
10
年
間

に
お
け
る
本
市
水
道
事
業
の
基
本

計
画
と
な
る
「
新
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」

に
基
づ
き
、
将
来
に
わ
た
り
安
定
的

な
水
道
水
の
供
給
が
図
ら
れ
る
よ

う
要
望
す
る
。

水
道
料
金
等
徴
収
業
務
委
託
に

よ
る
効
果
を
検
証
し
な
が
ら
、
今
後

と
も
水
道
事
業
の
経
営
基
盤
の
強

化
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

  

教
育
委
員
会

■
図
書
館

新
図
書
館
の
順
調
な
利
用
状
況

を
踏
ま
え
、
今
後
の
充
実
し
た
運
営

に
更
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望

す
る
。



東京農業大学と包括連携協定を締結

若い感性で
　 農業活性化
８月30日、農村の活性化を図るため、農業振興

や地域づくり等に相互に協力し取り組んでいこうと、

本市と東京農業大学（東京都世田谷区、髙野克己

学長）との間で包括連携協定が締結されました。

１
２
７
年
に
わ
た
る
歴
史
を
持
ち
、

１
万
３
千
人
の
学
生
を
抱
え
る
日
本

最
大
の
農
業
大
学
「
東
京
農
業
大
学
」。

本
市
で
は
旧
荻
町
時
代
の
平
成
15
年

か
ら
、
農
業
生
産
や
加
工
・
流
通
過
程

の
実
地
研
修
を
目
的
と
し
た
同
大
学

の
実
習
生
延
べ
１
３
０
人
の
受
け
入

れ
を
行
い
、
農
村
体
験
を
通
じ
た
交
流

を
育
ん
で
き
ま
し
た
。

今
回
、
農
業
者
の
後
継
者
不
足
や

鳥
獣
害
対
策
、
農
業
の
６
次
産
業
化

な
ど
の
課
題
を
抱
え
る
本
市
と
、
農
林

業
分
野
で
の
優
れ
た
人
材
育
成
を
行

う
実
践
の
場
を
確
保
し
、
地
域
貢
献

を
図
り
た
い
同
大
学
と
の
ニ
ー
ズ
が

一
致
し
、
協
定
を
結
ぶ
運
び
と
な
り

ま
し
た
。

首
藤
市
長
は
「
若
い
学
生
の
持
つ
価

値
観
や
洞
察
力
な
ど
の
す
ば
ら
し
い

感
性
は
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
を
支
え
る

上
で
必
要
な
力
に
な
る
。
今
回
の
連

携
協
定
が
双
方
の
活
性
化
に
つ
な
が

れ
ば
」
と
あ
い
さ
つ
。
髙
野
学
長
は
「
本

学
生
の
７
割
は
首
都
圏
出
身
で
、
非
農

家
が
ほ
と
ん
ど
。
竹
田
で
の
実
地
研

修
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
魅
力
の
発

信
や
地
域
振
興
に
つ
な
が
る
活
動
を

展
開
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

本
協
定
で
は
⑴
ま
ち
づ
く
り
及
び

人
づ
く
り
、
⑵
自
然
・
環
境
・
産
業
及
び

地
域
振
興
、
⑶
教
育
・
研
究
・
文
化
の
発

展
、
⑷
就
農
及
び
就
職
支
援
―
な
ど

を
連
携
事
項
に
掲
げ
、
本
市
特
産
の

サ
フ
ラ
ン
・
シ
イ
タ
ケ
・
カ
ボ
ス
等
を

使
っ
た
新
商
品
開
発
や
ジ
ビ
エ
を
活

用
し
た
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
な
ど

を
視
野
に
、
協
力
・
連
携
を
深
め
て
い

き
ま
す
。

竹
田
の
農
業
に
知
り
、

　
　

学
ん
だ
８
日
間

竹
田
市
産
の
ニ
ラ

「
豊
美
に
ら
」初
出
荷

８
月
23
日
か
ら
30
日
ま
で
の
８
日

間
、
東
京
農
業
大
学
国
際
食
料
情
報

学
部
国
際
バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
の

２
年
生
10
人
が
市
内
で
実
地
研
修
を

行
い
ま
し
た
。

研
修
先
は
エ
コ
フ
ァ
ー
ム
21
、
卯

野
農
場
、
和
田
か
ぼ
す
農
園
、
く
し
ふ

る
の
大
地
、
佐
藤
畜
産
、
と
ま
と
ち
ゃ

ん
、
道
の
駅
竹
田
の
７
施
設
。
学
生

ら
は
農
作
業
や
農
産
物
販
売
を
体
験

す
る
と
と
も
に
、
経
営
に
つ
い
て
話

を
聞
く
な
ど
し
見
識
を
深
め
ま
し
た
。

竹
田
に
来
て
、
農
業
に
対
す
る
印

象
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
種
を

植
え
、
苗
を
育
て
、
収
穫
す
る
…
作

業
を
淡
々
と
こ
な
す
地
味
な
イ
メ
ー

ジ
を
抱
い
て
い
ま
し
た
が
、
農
業
者

が
各
々
こ
だ
わ
り
の
あ
る
質
の
高
い

農
産
物
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

佐
藤
畜
産
で
の
研
修
で
は
、
餌
や

り
や
ふ
ん
尿
の
処
理
な
ど
初
め
て
牛

と
関
わ
る
仕
事
を
経
験
し
、
農
家
の

牛
に
か
け
る
情
熱
や
愛
情
の
深
さ
を

感
じ
る
と
と
も
に
、
後
継
者
不
足
に

つ
い
て
本
音
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

農
業
者
の
先
を
見
据
え
た
経
営
や

利
益
を
追
求
す
る
姿
勢
。
将
来
に
向

け
て
視
野
が
広
が
っ
た
研
修
と
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
農
家
民
泊
先
で
は
郷
土
料
理

を
堪
能
。
学
生
た
ち
に
と
っ
て
有
意

義
な
実
地
研
修
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

東京農業大学
国際食料情報学部
国際バイオビジネス学科２年

松
まつもと

本  航
こ う た ろ う

太郎さん

広報たけた平成 30 年 10 月号 8

↑包括連携協定を取り交わした首藤竹田市長と
　東京農業大学の髙野克己学長（左）

↑竹田で実地研修を行った東京農業大学の学生10人と
農家民泊先の皆さん

↑初出荷の報告に訪れた株式会社 LINES アグリ事業部の糟谷
浩志部長（右）と二宮慎太郎主任（左）

↑研修先で牛の世話をする学生

日
本
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
に
加

盟
す
る
ヴ
ェ
ル
ス
パ
大
分
の
運
営
や

焼
酎
製
造
を
手
掛
け
る
株
式
会
社

Ｌラ

イ

ネ

ス

Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｓ（
大
分
市
）。
今
年
5
月

に
農
業
分
野
で
本
市
に
進
出
し
た
同

社
が
栽
培
す
る
ニ
ラ
「
豊と
よ

美み

に
ら
」
が

９
月
上
旬
、
初
出
荷
を
迎
え
ま
し
た
。

直
入
町
小
津
留
地
区
の
17
ア
ー
ル

の
畑
で
、
湧
水
の
恵
み
を
受
け
て
育
っ

た
ニ
ラ
は
、
水
の
駅
お
づ
る
や
県
内

の
ス
ー
パ
ー
で
販
売
予
定
。

今
後
は
地
元
雇
用
を
視
野
に
入
れ

た
現
地
法
人
の
立
ち
上
げ
を
行
う
と

と
も
に
、
３
５
０
ア
ー
ル
ま
で
栽
培

面
積
を
広
げ
、
売
上
高
１
億
円
を
目

標
に
事
業
拡
大
を
図
っ
て
い
く
と
い

う
こ
と
で
す
。



シ
ュ
ワ
ッ
と
強
炭
酸

天
然
炭
酸
水
を
商
品
化

実
っ
た
！
竹
田
市
産
ホ
ッ
プ

醸
造
ビ
ー
ル
、お
披
露
目
へ

竹
田
市
産
ホ
ッ
プ
の
試
験
栽
培
が

ス
タ
ー
ト
し
て
２
年
目
。
苗
を
植
え

た
畑
に
は
薄
緑
色
の
ホ
ッ
プ
の
実（
毬

花
）
が
な
り
、
８
月
下
旬
、
摘
み
取
り

作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ビ
ー
ル
の
原
料
と
し
て
、
ビ
ー
ル

に
華
や
か
な
香
り
と
苦
み
を
も
た
ら

す
ホ
ッ
プ
は
、
年
平
均
気
温
13
度
ほ

ど
の
高
冷
地
が
栽
培
に
適
し
、
南
限

は
島
根
県
あ
た
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ホ
ッ
プ
を
特
産
化
し
、
観
光

振
興
に
結
び
つ
け
よ
う
と
、
平
成
28

年
に
九
州
竹
田
市
産
ホ
ッ
プ
研
究
会

（
塩
手
亨
会
長
）を
設
立
。
昨
年
４
月
、

標
高
５
０
０
〜
８
０
０
メ
ー
ト
ル
に

位
置
す
る
荻
・
久
住
・
直
入
の
実
証
圃

場
約
１
６
８
０
平
方
メ
ー
ト
ル
に
苗

５
０
０
本
を
植
え
付
け
ま
し
た
。

苗
の
品
種
「
Ｉ
Ｂ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
（
い
ぶ

き
）」
は
、
平
成
26
年
に
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
協
定
を
締
結
し
た
キ
リ
ン

ビ
ー
ル
株
式
会
社
が
提
供
。
遠
野

ホ
ッ
プ
農
業
協
同
組
合（
岩
手
県
遠

野
市
）や
宮
崎
ひ
で
じ
ビ
ー
ル（
宮
崎

県
延
岡
市
）が
、
栽
培
方
法
な
ど
を
ア

ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

各
圃
場
と
も
１
年
目
は
株
を
大
き

く
強
い
も
の
に
す
る
た
め
、
収
穫
せ

ず
に
越
冬
。
春
先
に
株
開
き
を
し
、

余
分
な
芽
を
除
い
て
適
切
な
芽
を
残

す
選
芽
等
の
作
業
を
行
う
と
、
今
夏

５
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
ま
で
伸
び
た
つ

る
に
、
直
径
４
セ
ン
チ
ほ
ど
の
実
が

鈴
な
り
に
実
り
ま
し
た
。

塩
手
会
長
は
「
商
品
化
に
向
け
、

第
一
歩
を
踏
み
出
せ
た
。
た
だ
、
３
か

所
の
圃
場
で
そ
れ
ぞ
れ
ホ
ッ
プ
の
収

量
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
た
め
、
今
後

も
研
究
を
重
ね
、
安
定
的
に
収
量
が

上
が
る
よ
う
に
改
善
し
て
い
く
。
将

来
的
に
は
ホ
ッ
プ
の
産
地
化
と
、
摘

み
取
り
が
で
き
る
体
験
型
農
園
を
視

野
に
入
れ
、
観
光
と
農
業
の
両
立
を

め
ざ
し
た
い
」
と
熱
意
を
込
め
て
い

ま
し
た
。

収
穫
さ
れ
た
ホ
ッ
プ
約
30
キ
ロ
は

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
な
ど
に
送
り
、
ク
ラ

フ
ト
ビ
ー
ル
を
試
験
的
に
醸
造
。
10

月
７
日
㈰
に
久
住
町
南
登
山
口
で
開

催
さ
れ
る
「
久
住
高
原
ま
つ
り
・
久
住

高
原
牛
肉
ま
つ
り
」
で
お
披
露
目
さ

れ
ま
す
。

８月31日、「第12回竹田市畜産共進会」が久住家

畜総合審査場で開かれました。

出品された肉用牛45頭の中から、見﨑博憲さん

（久住）の出品牛「くるみ１号」がグランドチャンピ

オンに、吉野純子さん（直入）の「よしふく216号」

が部位賞（品位賞）に輝きました。

３回目のグラチャン獲得となる見﨑さんは「大変名

誉なこと。県の共進会に向け、日々の栄養管理と運動

のバランスを調整し、最高のコンディションで上位を

狙いたい」と、意気込みを話してくれました。

大分県畜産共進会（10月14日）には、次の９頭が

市代表として出品されます。（敬称略）

【第１区】 「うらら号」  高浦敏（竹田）

 「ゆな号」  渡辺規昭（久住）

【第２区】 「くるみ１号」  見﨑博憲（久住）

 「みっこ号」  白石俊昭（久住）

【第３区】 「すみれ号」  近藤温子（直入）

 「ゆみひめ号」  森田政利（直入）

【第４区】 「ひかる317号」  内田哲郎（久住）

 「はつこ号」  那須和子（直入）

【第５区】 「よしふく216号」  𠮷野純子（直入）※女性の部

↑「シュワシュワが半端ない！」
　炭酸水を皆さんもお試しください！
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農業トピックス

↑手作業で摘み取り、収穫した薄緑色のホップの実。
試験醸造され、10月７日に初披露されます

↑グランドチャンピオンに輝いた見﨑さんの出品牛「くるみ１号」
手綱を持つのは長男の俊幸さん

見
み さ き

﨑 博
ひ ろ の り

憲さんがグラチャン!
九
州
ア
ル
プ
ス
商
工
会（
首
藤
文
彦

会
長
）で
は
自
主
財
源
を
確
保
し
、
財

政
の
安
定
化
を
図
る
た
め
、瓶
入
り
炭

酸
水
「
九
州
ア
ル
プ
ス
天
然
す
っ
ぱ
や

さ
し
い
炭
酸
泉
水
」を
発
売
し
ま
し
た
。

久
住
町
有
氏
の「
め
組
茶
屋
」で
湧

出
す
る
炭
酸
水
を
佐
賀
県
の
工
場
に

運
び
、
二
酸
化
炭
素
濃
度
を
高
め
て

強
炭
酸
に
し
た
こ
の
商
品
。
今
年
度
は

９
万
本
を
生
産
し
、
竹
田
市
東
京
事

務
所
の
白
坂
亜
紀
所
長
の
紹
介
で
、東

京
・
銀
座
の
飲
食
店
約
１
５
０
店
が
取

り
扱
う
予
定
と
い
う
こ
と
で
す
。

首
藤
会
長
は
「
自
然
の
炭
酸
水
を

強
炭
酸
に
し
た
商
品
は
珍
し
い
。
積

極
的
に
売
り
込
ん
で
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

炭
酸
水
は
１
本
２
４
５
ミ
リ
リ
ッ

ト
ル
。
市
内
で
も
販
売
を
始
め
、
イ
ベ

ン
ト
等
へ
の
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
九
州
ア
ル
プ
ス
商

工
会
本
所
（
☎
76-

０
１
５
１
）へ
。



台湾での経験を糧に

高
雄
市
で
は
国
立
故
宮
博
物
館
や

佛
光
山
佛
陀
紀
念
館
を
見
学
。
ま
た
、

現
地
の
中
学
生
と
交
流
す
る
な
ど
有

意
義
な
４
日
間
を
過
ご
し
た
生
徒
た

ち
。「
自
分
た
ち
の
学
校
生
活
の
様

子
を
紹
介
す
る
な
ど
し
て
、
現
地
の

中
学
生
と
交
流
を
深
め
た
」「
言
葉
は

通
じ
な
か
っ
た
が
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
れ
た
。

意
思
の
伝
達
に
は
共
通
し
た
言
語
が

必
要
だ
と
実
感
し
た
」「
天
候
に
恵
ま

れ
な
か
っ
た
が
、
郭か

く

し子
瑄げ

ん

先
生（
竹
田

市
観
光
親
善
大
使
、
嘉
南
薬
理
大
学

応
用
外
国
語
学
科
准
教
授
）を
始
め
、

多
く
の
人
に
臨
機
応
変
に
対
応
し
て

い
た
だ
き
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
、
台
湾
を
訪
問

し
た
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
が
感
じ
た
台
湾
の
歴
史

や
文
化
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や

温
か
さ
。
竹
田
市
と
台
湾
・
高
雄
市

と
の
新
た
な
友
好
の
架
け
橋
と
な
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

市内中学生を海外に派遣することで、異文化に触れ

るとともに国際感覚を養うことを目的とした「竹田市

中学生国際交流事業」。この事業で台湾を訪問した中学

生の帰国報告会が８月29日、市役所本庁舎で行われま

した。

台湾への派遣は、昨年１月に本市と台湾・高雄市田寮

区による「観光文化友好交流都市」協定覚書の締結を契

機として始まり、今回で２回目。中学生12名は８月22日

から４日間の日程で高雄市田寮区を訪問しました。

道
路
を
地
域
づ
く
り
に
活
か
す

８
月
26
日
、
中
九
州
横
断
道
路
を

活
か
し
た
観
光
振
興
や
地
域
づ
く
り

に
つ
い
て
考
え
る
「
中
九
州
横
断
道

路
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〜“
み
ち
”が
創
る

“
ま
ち
”
の
未
来
〜
」
が
久
住
公
民
館

く
じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

中
九
州
横
断
道
路
は
犬
飼
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ（
Ｉ
Ｃ
）か
ら
朝
地
Ｉ

Ｃ
ま
で
が
開
通
し
、
今
年
度
中
に
竹

田
Ｉ
Ｃ（
仮
称
）ま
で
延
伸
さ
れ
ま
す
。

一
方
、
熊
本
県
側
は
今
年
６
月
に
国

道
57
号
線
滝
室
坂
道
路
の
う
ち
、
滝

室
坂
ト
ン
ネ
ル（
仮
称
）の
工
事
に
着

手
。「
竹
田
〜
阿
蘇
間
」
に
つ
い
て
は

新
規
事
業
化
に
向
け
た
計
画
段
階
評

価
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

豊
肥
・
地
域
高
規
格
道
路
建
設
促

進
期
成
会
と
大
分
県
の
主
催
で
行
わ

れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
沿
線
の

関
係
者
や
地
域
住
民
な
ど
約
５
０
０

人
が
参
加
。
基
調
講
演
で
は
、
大
分

経
済
同
友
会
の
姫ひ

め

の野
昌し

ょ
う
じ治

代
表
幹

事
と
由
布
院
温
泉
観
光
協
会
の
桑く

わ

の野

和い

ず

み泉
会
長
が
講
演
し
、「
経
済
や
産
業

の
維
持
・
発
展
、
地
域
づ
く
り
の
推
進

に
は
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
が

欠
か
せ
な
い
。
中
九
州
横
断
道
路
の

開
通
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
地
域
が

誇
り
を
持
て
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
」
と

述
べ
ま
し
た
。

本
市
や
豊
後
大
野
市
、
阿
蘇
市
の

農
業
生
産
者
や
観
光
関
係
者
、
移
住

者
、
高
校
生
な
ど
６
人
の
パ
ネ
リ
ス

ト
が
登
壇
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
農
産
品
の
販
路
拡
大

に
よ
る
農
業
の
活
性
化
、
観
光
振
興
、

移
住
・
定
住
の
促
進
な
ど
中
九
州
横

断
道
路
に
期
待
す
る
こ
と
に
つ
い
て

意
見
を
発
表
。

大
分
県
立
竹
田
高
等
学
校
３
年
の

宮み
や
ざ
き﨑

裕ゆ
う
じ
ろ
う

次
郎
さ
ん
は
、
宮
﨑
さ
ん
自

身
や
友
人
が
通
学
や
部
活
動
で
道
路

を
利
用
し
て
い
る
こ
と
に
触
れ
、「
道

路
が
延
伸
す
れ
ば
通
学
時
間
が
短
縮

さ
れ
、
学
習
や
部
活
動
の
時
間
が
よ

り
確
保
で
き
る
。
部
活
動
の
遠
征
も

大
分
市
内
だ
け
で
な
く
、
熊
本
県
に

も
短
時
間
で
行
く
こ
と
が
で
き
、
相

互
交
流
が
図
れ
る
。
ま
た
、
高
校
の

定
員
数
を
確
保
す
る
た
め
に
も
中
九

州
横
断
道
路
は
必
要
」
と
考
え
を
述

べ
ま
し
た
。

生
活
道
路
や
自
然
災
害
時
の
代
替

路
と
し
て
、
ま
た
産
業
・
観
光
振
興
、

地
域
間
交
流
を
促
進
す
る
道
路
と
し

て
果
た
す
役
割
が
大
き
い
中
九
州
横

断
道
路
。「
朝
地
〜
竹
田
間
」
は
平
成

30
年
度
中
の
開
通
を
め
ざ
し
て
、
工

事
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

竹
田
市
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
内

に
新
し
く
「
旅
行
セ
ン
タ
ー
」
を
新

設
し
ま
し
た
。
国
内
・
海
外
旅
行（
出

張
、
家
族
・
団
体
・
教
育
旅
行
等
）の
企

画
や
予
約
等
の
相
談
に
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

問（
特
非
）竹
田
市
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム

協
会
内
旅
行
セ
ン
タ
ー

☎
62-

３
９
０
０

※
平
日
の
み
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

旅行等の相談に
　　  ご利用ください

↑総合旅行業務取扱管理者の仲村俊郁が相談に応じます

広報たけた平成 30 年 10 月号 10

↑「観光文化友好交流都市」を結ぶ台湾・高雄市田寮区を訪問した中学生たち

↑現地の中学生と交流を深める生徒たち

↑パネルディスカッションでは本市から、竹田市観光ツ
ーリズム協会の井上隆会長、移住者代表として小河眞
平さん、竹田高校３年の宮﨑裕次郎さんが登壇



竹
田
の
石
と
水
の
文
化

が
こ
の
一
冊
に
！

30
年
ぶ
り
の
大
衆
演
芸
に
笑
顔

「
玉
来
劇
場
」
が
約
30
年
ぶ
り
の
復

活
―
。
９
月
８
日
、
西
宮
社
の
秋
季

大
祭
前
夜
祭
と
し
て
「
復
活
！
玉
来

劇
場 

大
演
芸
ま
つ
り
」
が
玉
来
分
館

体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

現
在
の
玉
来
商
店
街
の
中
心
部
に

あ
っ
た
と
さ
れ
る
「
玉
来
劇
場
」
は
、

そ
の
昔
「
玉
た
ま
あ
ら
い

洗
劇
場
」
と
呼
ば
れ
、
昭

和
30
年
頃
ま
で
旅
役
者
が
訪
れ
る
大

衆
演
劇
の
拠
点
で
し
た
。

そ
の
後
、
地
元
の
芝
居
団
体
が
活

動
を
引
き
継
ぎ
、
演
劇
や
仮
装
行
列

を
催
す
な
ど
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
２
年
に
大
水
害
が

発
生
。
玉
来
地
区
で
も
大
き
な
被
害

を
受
け
、
活
動
休
止
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。

「
玉
来
に
根
付
く
文
化
を
蘇
ら
せ

よ
う
」
と
地
域
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
「
玉

来
え
び
す
会
」（
髙
橋
英
敏
会
長
）
で

は
大
演
芸
ま
つ
り
に
向
け
、
15
人
の

会
員
が
集
結
。
練
習
を
重
ね
、
こ
の

日
は
「
吉
四
六
の
物
売
り
」
と
「
一
本

刀
土
俵
入
り
」
の
２
つ
の
演
目
を
披

露
し
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る

演
技
に
、
２
０
０
人
を
超
え
る
観
客

か
ら
大
き
な
笑
い
声
が
起
こ
っ
て
い

ま
し
た
。

髙
橋
会
長
は
「
観
客
の
皆
さ
ん
か

ら
掛
け
声
を
い
た
だ
き
、
大
衆
演
芸

の
良
さ
を
感
じ
な
が
ら
演
じ
る
こ
と

が
で
き
た
。
今
後
も
活
動
を
継
続
し
、

地
区
を
元
気
に
し
て
い
き
た
い
」
と

意
気
込
み
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

菅さんが優秀賞と共感賞
田邉さん、佐藤さんが優良賞

森
もり

 正
まさのり

則さんが受賞

８月22日、「平成30年度『少年の主張』大分

県大会」が佐伯市で開催され、県内の中学生約

1300人の中から審査を勝ち抜いた10人が出場。

竹田市から出場した菅
かん

祐
ゆ う と

斗さん（竹田南部中３年）

が優秀賞と共感賞（中学生審査委員審査による）、

田
た な べ

邉希
のぞみ

さん（直入中３年）と佐
さ と う

藤緋
ひ

南
な

さん（久住中

２年）が優良賞に輝きました。

竹
田
市
交
通
指
導
隊
員
と
し
て
20

年
に
わ
た
り
活
動
さ
れ
、
ま
た
平
成

17
年
か
ら
は
隊
長
と
し
て
安
心
・
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
た
森

正
則
さ
ん（
78
歳
・
国
方
）が
、
大
分
県

交
通
安
全
推
進
協
議
会
長
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

森
さ
ん
は
「
交
通
指
導
隊
を
続
け

ら
れ
て
い
る
の
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
お
か
げ
。
最
も
記
憶
に
残
っ
て
い

る
の
は
２
順
目
国
体
の
活
動
で
す
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

大
分
県
豊
肥
振
興
局
が
発
注
し
、

平
成
29
年
度
に
完
成
し
た
80
件
の
工

事
の
う
ち
、
成
績
が
優
秀
で
あ
っ
た

次
の
工
事
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

【
一
般
土
木
工
事
Ａ
】Ｈ
28
繰
合
理
化

三
本
松
１
工
区
畑
か
ん
工
事（
株
式

会
社
重
松
組　

代
表
取
締
役 

重
松

達
也
）

【
一
般
土
木
工
事
Ｂ
】Ｈ
28
繰
合
理
化

三
本
松
２
工
区
畑
か
ん
工
事（
株
式

会
社
ミ
ツ
ヤ　

代
表
取
締
役 

本
田

純
一
）

【
一
般
土
木
工
事
Ｃ
】Ｈ
28
繰
合
理
化

荻
西
部
大
東
原
水
路
改
修
工
事（
有

岡
の
里
事
業
実
行
委
員
会（
馬
場

尚
登
会
長
）で
は
、
竹
田
の
石
と
水
に

焦
点
を
当
て
た
「
竹
田
は
石
と
水
の

織
り
な
す
文
化
」
を
発
刊
し
ま
し
た
。

阿
蘇
山
の
火
山
活
動
と
、
そ
の
後

の
流
水
に
よ
る
浸
食
作
用
で
形
成
さ

れ
た
竹
田
の
景
観
。

こ
の
本
で
は
川
岸
の
柱
状
節
理
、

白
水
の
滝
や
黄
牛
の
滝
な
ど
の
大
小

の
美
し
い
滝
、
阿
蘇
溶
結
凝
灰
岩
で

組
ま
れ
た
岡
城
の
石
垣
や
白
水
ダ
ム

の
堰
堤
、
人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
る

限
会
社
大
森
開
発　

代
表
取
締
役 

森
節
子
）

【
舗
装
工
事
】28
中
山
間
豊
後
大
野
西

部
集
落
道
嶋
先
三
本
松
舗
装
工
事

（
株
式
会
社
友
岡
組　

代
表
取
締
役 

友
岡
誠
一
）

石
橋
を
紹
介
。
ま
た
、
溶
結
凝
灰
岩

を
開
削
し
て
井
路
を
作
り
、
農
業
用

水
を
引
い
た
歴
史
な
ど
、
竹
田
特
有

の
自
然
と
文
化
を
、
写
真
と
説
明
図

つ
き
で
詳
し
く
解
説
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
同
実
行
委
員
会

（
☎
62-

４
１
０
０
）ま
で
。

大
分
県
農
林
水
産
部
優
良
工
事

豊
肥
振
興
局
長
表
彰
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↑「吉四六の物売り」の一場面。メンバーの熱い演
技に大きな拍手が送られていました

↑（左から）佐藤緋南さん、菅祐斗さん、田邉希さん

↑優良工事表彰を受けられた施工業者４社の皆さん



体験しよう！楽しく健康づくり

あ
な
た
が
独
身
だ
と
し
ま
す
。

「
竹
田
で
婚
活
イ
ベ
ン
ト
あ
る
け

ど
来
な
い
？
」
そ
う
言
わ
れ
た
ら

ど
う
で
し
ょ
う
。「
知
り
合
い
ば
っ

か
り
な
ん
じ
ゃ
な
い
？
会
社
の

人
に
会
っ
た
ら
気
ま
ず
い
」
と

躊
ち
ゅ
う
ち
ょ

躇
す
る
方
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

今
年
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
、
竹

田
え
ん
む
す
び
の
婚
活
イ
ベ
ン

ト
。
実
は
、
市
外
か
ら
の
参
加
者

が
ほ
と
ん
ど
。
こ
れ
ま
で
の
参
加

者
１
６
７
名
中
、
竹
田
市
在
住
の

方
は
た
っ
た
２
割
。
大
分
市
、
別

府
市
、
豊
後
大
野
市
、
遠
く
は
福

岡
県
、
熊
本
県
か
ら
、
車
で
３
〜

４
時
間
か
け
て
来
て
く
れ
る
方

も
い
ま
す
。（
竹
田
に
宿
泊
す
る

方
も
！
）

ど
う
し
て
遠
く
か
ら
来
る
の

で
し
ょ
う
？
聞
い
て
み
た
と
こ
ろ
、

一
番
大
き
な
理
由
は
「
知
り
合
い

に
会
い
た
く
な
い
か
ら
敢
え
て

遠
く
に
来
た
」
と
い
う
こ
と
で
し

た
。「
離
れ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と

が
、
婚
活
な
ら
逆
に
魅
力
に
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
竹
田
え
ん
む

す
び
で
は
、
市
外
の
方
に
も
知
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を

使
っ
て
告
知
し
て
い
る
の
で
す
が
、

こ
こ
ま
で
遠
方
か
ら
の
参
加
者

が
増
え
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

と
い
う
こ
と
は
、
竹
田
の
独
身

者
の
皆
さ
ん
！
竹
田
え
ん
む
す

び
の
イ
ベ
ン
ト
に
行
っ
て
も
８

割
の
方
は
市
外
の
方
。
知
り
合
い

ば
っ
か
り
な
ん
て
こ
と
は
な
い

で
す
よ
〜
！

地
元
で
市
外
の
異
性
と
交
流

す
る
と
い
う
新
し
い
体
験
、
ぜ
ひ

気
軽
に
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ

い
ね
。

（
竹
田
え
ん
む
す
び
公
式
サ
ポ
ー

タ
ー 

合
同
会
社
f
u
f
u 

代
表 

市
原
史
帆
）

竹田の婚活を＂のぞき見＂コラム②８割が市外からくる婚活イベント！わざわざくる理由は？

新
こ
ど
も
診
療
所 

完
成
は
来
年
２
月

９
月
18
日
、
竹
田
市
玉
来
に
新
築

さ
れ
る
竹
田
市
立
こ
ど
も
診
療
所
の

起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

竹
田
市
立
こ
ど
も
診
療
所
は
大
分

県
の
旧
竹
田
保
健
所
を
借
用
し
、
平

成
21
年
11
月
に
開
設
。
１
日
平
均
50

人
を
超
え
る
子
ど
も
が
来
院
し
、診
療

や
予
防
接
種
を
受
け
る
な
ど
、地
域
の

小
児
科
医
療
を
担
う
施
設
と
し
て
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
も
と
も
と
あ
っ
た
施
設

を
応
急
的
に
改
修
し
診
療
所
と
し

た
た
め
、「
待
合
室
が
狭
い
」「
レ
ン

ト
ゲ
ン
室
が
２
階
に
あ
り
不
便
」
な

ど
の
声
が
上
が
っ
て
お
り
、
市
で
は

快
適
な
医
療
環
境
の
提
供
を
目
的

に
、
新
た
に
診
療
所
を
建
設
し
整
備

す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

首
藤
市
長
は
「
新
し
い
診
療
所
は
、

竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル
『
グ
ラ
ン

ツ
た
け
た
』
や
児
童
公
園
『
竹
の
子

ひ
ろ
ば
』
に
隣
接
す
る
土
地
に
建
て

ら
れ
る
。
こ
の
場
所
が
心
身
と
も
健

や
か
な
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
願

う
拠
点
に
な
れ
ば
」
と
あ
い
さ
つ
。

新
築
さ
れ
る
診
療
所
は
木
造
一
部

２
階
建
て
で
、延
床
面
積
は
約
３
７
６

平
方
メ
ー
ト
ル
。
院
内
感
染
予
防
の

た
め
に
待
合
室
を
分
離
、
診
察
室
も

３
室
と
な
り
ま
す
。
総
事
業
費
は
約

１
億
７
千
万
円
。

来
年
２
月
末
の
完
成
、
３
月
末
の

開
所
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

９月２日、「元気フェスタ2018」が竹田市総合社会

福祉センターで開催されました。

会場には、血圧測定や頸部血管エコー検査等の健

康チェック、肌の水分量の計測や手湯体験ができる温

泉コーナー、食育カフェなど14のブースが設けられ、

来場者はスタンプラリー形式で健康づくりを体験して

いました。

また、今年７月に認知症に関する連携協定を締結し

たエーザイ株式会社が嗅覚検査コーナーを設置。参

加者は認知症の兆候を調べるにおい識別テストを受

けていました。

食育カフェでは、１日の生活の中で不足している70

グラムの野菜を補うため、自分が選んだ野菜に果物を

ミックスした「竹田市産オリジナル野菜ジュース」が作

れるコーナーなどがあり、多くの人で賑わっていました。

親子３人で訪れた廣
ひろもと

本紘
ひ ろ こ

子さん（会々）は「食育体

験では牛乳と酢でカッテージチーズができることを知っ

た。栄養バランスを考えた手作りの料理を心掛けたい」

と話してくれました。

広報たけた平成 30 年 10 月号 12

新こども診療所 完成は来年２月／竹田の婚活を＂のぞき見”コラム ほか

↑（竹田市立こども診療所の完成予想図）
　地域における小児科医療の最先端の機能を備えた診

療所が来年春開所します。事業費にはこれまでに積
み立てた基金約９千万円が使われます

↑日頃の食事の塩分量や栄養バラン
スを調べる「食育 SAT コーナー」を
体験する参加者

→
　野菜不足を解消。オリジナル野菜ジ

ュースが作れるブース



　市では次の内容でインフルエンザ予防接種費用の一部を助成します。

（１）対象者（対象に該当しない方で接種を希望する方は、全額自己負担での接種となります）

（２）助成回数　いずれの方も助成期間内に1回限りの助成

（３）助成期間　10月１日㈪〜平成31年１月31日㈭まで

（４）市内協力医療機関　※必ず電話予約をお願いします

★は、おおいた子育てほっとクーポン利用可能機関です。

入院患者及びかかりつけ患者のみかかりつけ患者優先

対　象 自己負担額 接　種　方　法

①60歳以上65歳未満の方で、心臓、じん臓

または呼吸器の機能に、自己の身辺の日

常生活活動が極度に制限される程度の

障がいを有する方及びヒト免疫不全ウ

イルスにより免疫の機能に日常生活が

ほとんど不可能な程度の障がいを有す

る方
１，６００円

○市外（県内）で接種する場合
高齢者インフルエンザ予防接種相互乗り入れ協力

医療機関であれば、市内で接種した場合と同様に

費用の一部を助成します。

○県外で接種する場合
接種前に依頼書の発行が必要になりますので、接
種予定日の１週間前までに竹田市保険健康課及び
各支所地域振興課で申請をしてください。

○生活保護を受給されている方
接種料は無料です。
接種する際は竹田市社会福祉課で発行する証明書

を医療機関窓口に提出してください。

②65歳以上の方

③上記に該当しない

　竹田市国民健康保険の加入者

接種料から

１，０００円

を差し引いた

額

○市内の協力医療機関で接種する場合
医療機関の窓口で自己負担額をお支払いください。

○協力医療機関以外で接種する場合
一旦医療機関の窓口で料金を支払っていただき、

竹田市保険健康課または各支所地域振興課で返還

の手続きをしてください。

インフルエンザ予防接種に係る費用を助成します

医療機関名 対象年齢 電話番号 医療機関 対象年齢 電話番号

伊藤医院★ ３歳以上 ☎75-2222 竹田診療所★ ６歳以上 ☎62-4014

大久保病院★ ６歳以上 ☎64-7777 道全内科★ ６歳以上 ☎63-2270

加藤内科医院 ６歳以上 ☎63-2006 秦医院 13 歳以上 ☎63-2246

久住加藤医院 高校生以上 ☎76-0008 みはら整形外科クリニック ７歳以上 ☎62-3850

くどう循環器科・内科 16 歳以上 ☎63-2304 柚須医院 13 歳以上
（中学生以上）☎63-2016

佐藤医院 ６歳以上 ☎68-2005 竹田市立こども診療所★ － ☎63-3838

志賀内科★ ７歳以上 ☎63-2083

医療機関名 対象年齢 電話番号

竹田医師会病院★ － ☎63-3241

医療機関名 対象年齢 電話番号

竹田クリニック 13歳以上 ☎64-9000

問竹田市保険健康課　☎63-4810

13 2018 年 10 月発行

インフルエンザ予防接種に係る費用を助成します



白
丹
小
学
校
は
久
住
山
の
南
麓
か

ら
な
だ
ら
か
に
続
く
標
高
５
０
０
〜

６
０
０
メ
ー
ト
ル
の
台
地
に
位
置
し
て

い
ま
す
。
天
気
の
よ
い
日
は
校
舎
か
ら

久
住
山
の
と
て
も
素
晴
ら
し
い
景
色
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
白
丹
小
学
校

の
児
童
会
の
歌
で
は
、「
久
住
の
い
た
だ

き
私
の
理
想
、
野
に
咲
く
花
は
私
の
心
」

と
い
う
歌
詞
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

白
丹
小
学
校
は
児
童
数
33
名
の
小

さ
な
学
校
で
す
が
、
休
み
時
間
に
な
る

と
運
動
場
か
ら
は
異
年
齢
の
学
年
が

元
気
に
遊
ぶ
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

「
進
ん
で
学
習
し
、
互
い
の
良
さ
を

認
め
合
い
、
よ
り
よ
い
生
活
を
追
究
す

る
白
丹
っ
子
の
育
成
」
と
い
う
学
校
目

標
の
も
と
、
６
年
生
が
中
心
に
な
っ
て

笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
学
校
づ
く
り
に
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。

本
校
の
特
色
の
一
つ
と
し
て
昭
和
47

（
１
９
７
２
）年
か
ら
始
ま
っ
た
体
育
科

の
研
究
が
あ
り
ま
す
。

一
学
期
と
二
学
期
に
は
、「
チ
ャ
レ

ン
ジ
大
会
」
と
い
う
器
械
運
動
の
発
表

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
６
月

に
、「
マ
ッ
ト
・
鉄
棒
」
を
使
っ
た
発
表
会

を
行
い
ま
し
た
。
低
学
年（
６
名
）中
学

ぼくたち・私たちの

学び舎

年（
11
名
）高
学
年（
16
名
）に
分
か
れ
、

各
自
が
め
あ
て
の
技
を
決
め
、
体
育
の

時
間
を
中
心
に
練
習
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
器
械
運
動
に
長
け
た
外
部
講

師
の
方
の
指
導
も
受
け
、
技
を
磨
い
て

き
ま
し
た
。

当
日
は
保
護
者
や
地
域
の
方
、
白

丹
保
育
所
の
皆
さ
ん
に
も
参
観
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は

練
習
の
成
果
を

十
分
発
揮
す
る

こ
と
が
で
き
、

満
足
し
た
表
情

を
見
せ
て
い
ま

し
た
。

学
習
で
は
学
級
ご
と
に
白
丹
地
区

の
自
然
環
境
を
生
か
し
た
産
業
や
、
歴

史
遺
産
を
学
ぶ
「
郷
土
学
」
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

４
・
５
年
生
は
ト
マ
ト
栽
培
を
行
う

農
家
を
訪
問
し
、
栽
培
の
方
法
や
苦

労
・
工
夫
を
学
び
ま
し
た
。
お
い
し
い

ト
マ
ト
を
栽
培
す
る
た
め
に
工
夫
し

て
い
る
農
家
の
方
の
お
話
を
聞
き
、
自

分
た
ち
も
学
校
で
ト
マ
ト
を
育
て
て

い
ま
す
。

６
年
生
は
竹
田
市
文
化
財
課
の
方

に
出
前
授
業
を
し
て
い
た
だ
き
、
竹
田

市
の
遺
跡
や
古
墳
な
ど
の
学
習
を
行

い
ま
し
た
。
二
学
期
は
白
丹
地
区
を
通

る
肥
後
街
道
を
実
際
に
歩
き
、
地
域
に

残
る
歴
史
の
足
跡

を
辿
る
学
習
を
し

ま
す
。
こ
の
学
習

は
大
分
合
同
新
聞

の
「
飛
び
出
せ
学

校
」
に
も
掲
載
さ

れ
ま
す
。

地
域
を
知
る
活
動
と
し
て
、
11
月
に

は
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
企
画
す
る
「
親
子
オ
リ
エ

ン
テ
ー
リ
ン
グ
」
も
開
か
れ
ま
す
。
白
丹

地
区
を
６
つ
の
地
区
に
分
け
、
親
子
で

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
は

６
年
間
で
自

分
の
住
む
白

丹
地
区
全
体

を
歩
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

素
晴
ら
し
い
自
然
と
保
護
者
の
方

を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の
方
々
に
見

守
ら
れ
て
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も

た
ち
が
成
長
し
て
い
ま
す
。

（
教
頭　

後
藤　

辰
憲
）

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う 

笑
顔
い
っ
ぱ
い 

白
丹
小

今
月
の
学
び
舎
　

竹
田
市
立
白
丹
小
学
校  

「海軍中佐 廣瀬武夫弔詞集」を刊行された後
ご と う

藤文
ふみたけ

武先生

ま
る
ご
と
博
物
館

155

「
…
旅
順
第
一
回
閉
塞
の
際
そ

の
指
揮
の
重
任
を
帯
び
て
…
報
国

丸
を
港
口
に
沈
没
し
無
事
そ
の

任
務
を
果
た
さ
れ
る
は
、
三
月
七

日
発
の
君
が
書
簡
に
接
し
て
、
そ

の
詳
細
を
知
り
、
我
が
学
友
が
こ

の
壮
挙
の
指
揮
者
を
思
う
て
…
」

と
、
小
学
校
時
代
の
学
友
松
永
曻

道
氏
の
弔
詞
の
部
分
で
あ
る
。
そ

の
後
３
月
26
日
の
第
二
回
閉
塞
で

福
井
丸
の
沈
没
と
共
に
戦
死
、
明

治
37（
１
９
０
４
）
年
、
日
露
戦
争

の
と
き
で
あ
る
。

各
地
で
追
悼
会
が
行
わ
れ
、
３

月
31
日
海
軍
横
須
賀
鎮
守
府
、
４

月
１
日
岐
阜
県
飛
騨
高
山
町
、
５

日
長
崎
市
皓
台
寺
、
17
日
講
道

館
、
26
日
場
所
不
詳
、
松
永
氏
の

弔
詞
は
こ
の
日
に
捧
げ
ら
れ
て
い

る
。５

月
１
日
竹
田
町
主
催
、
祭
神

廣
瀬
武
夫
の
追
悼
会
で
は
33
名

の
弔
詞
者
を
数
え
て
い
る
。

４
月
13
日
、
東
京
築
地
海
軍
水

交
社
で
遷
霊
祭
が
、
青
山
斎
場
で

墓
前
祭
が
行
わ
れ
墓
地
に
埋
葬

さ
れ
て
い
る
。

「
こ
ん
な
文
書
が
あ
り
ま
す
が

…
」
と
神
社
奉
仕
を
さ
れ
て
い
る

広
瀬
智
子
氏
が
示
さ
れ
た
の
は

「
直
入
郡
誌
料
第
28
集
」
と
あ
る
。

後
藤
文
武
先
生
が
廣
瀬
神
社
宮

司
を
拝
命
し
た
、
平
成
４
年
７
月

の
あ
る
日
で
あ
る
。
竹
田
町
追
悼

会
の
弔
詞
者
33
名
の
弔
詞
集
で
、

直
入
郡
役
所
の
職
員
が
毛
筆
で
写

し
製
本
し
て
い
る
。
殿
町
の
長
尾

文
男
氏
が
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。祭

神
を
偉
人
と
崇
め
誇
り
に
感

じ
、
武
勲
を
称
え
死
を
悼
ん
で
い

る
。「
義
務
に
生
き
責
任
に
死
し

た
る
君
の
生
涯
は
…
」
の
弔
詞
に

あ
る
、
至
誠
の
人
柄
に
魅
力
を
感

じ
て
い
る
。
行
間
に
溢
れ
る
祭
神

へ
の
思
い
を
、
解
り
や
す
く
読
解

し
て
伝
え
よ
う
と
企
画
さ
れ
て
い

る
。平

成
10
年
９
月
に
在
職
６
年
４

か
月
で
辞
任
す
る
と
き
に
、
弔
詞

集
と
し
て
他
の
資
料
も
加
え
て
刊

行
さ
れ
て
い
る
。

ご
健
勝
を
念
じ
な
が
ら
。

（
広
田　

敦
）

↑チャレンジ大会での鉄棒の
発表

↑地区内をめぐる親子オリ
エンテーリング

↑出前授業で遺跡などを学習
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学び舎／まるごと博物館

竹田中学校時代の後藤先生



11月１日は「おおいた教育の日」です

行 事 名 行事の概要 開催日程 会　　場 連 絡 先

地域清掃奉仕活動 宮處野神社・戦没者墓地公園の清掃活動 10月９日
宮處野神社
戦没者墓地公園

都野小 ☎77-2003

人権教育研究発表会 大分県と竹田市の指定を受けた人権教育研究発表会 10月12日 都野小学校 都野小 ☎77-2003

なかよしまつり 地域交流を兼ねた学習発表会 10月13日 大分県立竹田支援学校 竹田支援学校 ☎63-0722

ふれあいフェスタ 地域の方と児童との地域学習を通した交流とふれあいバザー 10月14日 南部小学校 南部小 ☎63-1064

祖父母参観並びに休日参観 竹馬づくりやふれあいあそび 10月20日 直入幼稚園 直入幼稚園 ☎75-2230

ＰＴＡふれあい集会 家族のふれあい活動（軽スポーツ） 10月20日 豊岡小学校 豊岡小 ☎63-1063

親子ウォークラリー 親子で竹田の街の名所・旧跡めぐり 10月21日 竹田小学校 竹田小 ☎63-1062

祖父母学級 授業公開、祖父母の方々とのふれあい活動等 10月23日 菅生小学校体育館 菅生小 ☎65-2221

音楽発表会 荻小児童と緑ヶ丘中生徒の合同音楽発表会 10月26日 荻小学校体育館 緑ヶ丘中 ☎68-2012

協調学習発表会 協調学習の提案授業等 10月26日 竹田南部中学校 竹田南部中 ☎63-1072

ふれあい学級 授業公開、地域の方々や祖父母との交流活動 10月27日 直入小学校 直入小 ☎75-2250

土曜公開授業 ゲストティーチャーを招いて郷土料理作り 10月27日 都野中学校家庭科室 都野中 ☎77-2004

学校公開
（敬老福祉・食彩まつり）

授業公開、地域の方や保護者とのもちつき、地域行事への
参加

10月28日 宮城台小学校 宮城台小 ☎66-2053

大船っ子集会 都野小児童・都野中生徒による合同音楽発表会 10月29日 都野小学校 都野小 ☎77-2003

校内日本語弁論大会 各学年代表による日本語弁論大会 10月下旬 久住中学校 久住中 ☎76-0049

いもほり 園児と上鹿口老人クラブの方々とのサツマイモの収穫 11月上旬 竹田市上鹿口の畑 竹田幼稚園 ☎63-1081

ふれ合い収穫祭 君ヶ園老人クラブの方々との芋掘り及び交流会 11月上旬
君ヶ園芋畑
南部幼稚園

南部幼稚園 ☎63-1084

芋掘り集会 園児と地域の方との交流(サツマイモ掘りと収穫祭） 11月上旬 竹田市飛田川の畑 しらゆり幼稚園 ☎63-2223

瀧廉太郎を偲ぶ音楽祭 市内の幼稚園・小学校・中学校・支援学校による演奏発表会 11月１日 竹田中学校 緑ヶ丘中（教振） ☎68-2012

親子オリエンテーリング
白丹地域を親子で歩き、地域の歴史を知るとともに清掃
活動を実施

11月４日 白丹小学校区 白丹小 ☎76-1151

友情の蛍答礼訪問 別府重度障害者センターの方との交流 11月８日 南部小学校 南部小 ☎63-1064

図書館まつり
読書もりもり月間の取り組みで、本の良さや読書の楽しさ
を伝える

11月８日 久住小学校 久住小 ☎76-0019

ゴミ０大作戦 地域のゴミ拾い、清掃活動 11月９日
菅生小学校運動場
菅生地区

菅生小 ☎65-2221

公開研究発表 小規模学力向上推進校公開研究発表会（３年次） 11月９日 城原小学校 城原小 ☎66-2013

授業公開・人権講演会 授業公開及び人権講演会を行い、親子で人権について学習 11月10日 荻小学校 荻小 ☎68-2006

なかよしようちえん
パート２

市内公立幼稚園３園の園児たちによる交流会 11月12日
南部小学校・南部幼
稚園

南部幼稚園 ☎63-1084

授業公開日 日頃の授業の様子を参観 11月13日 久住小学校 久住小 ☎76-0019

学校公開日 授業の様子を保護者・地域の方に公開 11月15日 竹田小学校 竹田小 ☎63-106２

城原っ子フェスティバル
栽培した米・芋の収穫祭及び学校応援地域ボランティア
に感謝する会

11月17日 城原小学校 城原小 ☎66-2013

竹田南部中学校文化祭 各学年による演劇、展示、合唱など 11月17日 竹田南部中学校 竹田南部中 ☎63-1072

蛍雪祭（文化祭） 演劇、展示、合唱、演奏などの発表 11月18日 竹田中学校体育館 竹田中 ☎63-1070

文化祭 生徒の演劇、合唱等の発表 11月18日 緑ヶ丘中学校体育館 緑ヶ丘中 ☎68-2012

直入中学校文化祭 演劇、弁論、合唱、教科展示など 11月18日 直入中学校 直入中 ☎75-2260

久住校学園祭 生徒の実習生作品（農産物他）の展示即売等 11月18日
大分県立三重総合高
校久住校

三重総合高校久住校
☎77-2200

強歩大会 本校の強歩大会（１～３年生対象）を実施 11月22日 大分県立竹田高校 竹田高校 ☎63-3401

入田地区合同文化祭 地域の文化祭に児童が参加し、学習発表を行う 11月23日 祖峰小学校体育館 入田分館 ☎62-2955

校内文化祭 生徒の演劇、合唱の発表と教科ごとの展示 11月23日 くじゅうサンホール 久住中 ☎76-0049

オープンスクール ２つのコースの授業や部活動の見学・体験 11月23日 竹田南高校 竹田南高校 ☎63-3223

文化祭 校内文化祭を保護者・地域の方に公開 11月25日 都野中学校体育館 都野中 ☎77-2004

竹田市日本語弁論大会 市内中学生による日本語の弁論大会 11月29日 直入中学校 緑ヶ丘中（教振） ☎68-2012

平成30年度「おおいた教育の日」普及期間（10/１㈪〜11/30㈮）の主な関連行事

○日程等の変更がある場合があります。詳細は各行事の主催者までお問い合わせください。
　竹田市教育推進連絡協議会（事務局：竹田市教育委員会学校教育課）　☎63-4833
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4
・竹田温泉「花水月」休館日
・おはなしルーム 14:00-14:30（竹
　田幼稚園）

5
・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田
　市総合社会福祉センター） ☎75-
　3688（竹田市保険健康課温泉利
　用相談室）
・竹田市体育センターリニューア
　ルオープン式典 17:00～（竹田市
　体育センター）
・スポーツビューティースクール
　（女性限定） 19:30～（竹田市体育
　センター） ☎63-4817（竹田市生
　涯学習課）※参加料500円

6
・竹楽竹加工作業安全祈願祭
　 8:30～（旧竹田中学校体育館）
・バードクロツィンゲン市交流30
　周年記念式典 11:00～（久住高原
　荘）
・第25回城原夜神楽 18:00～（城原
　八幡社神楽殿）

こ

11
・竹田温泉「花水月」休館日
・豊肥家畜市場〔子牛〕 9:30～せり
　開始（豊後豊肥家畜市場）
・おはなしルーム 14:00-14:30（南
　部幼稚園）

12
・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田
　市直入B&G海洋センター） ☎75-
　3688（竹田市保険健康課温泉利
　用相談室）
・スポーツビューティースクール
　（女性限定） 19:00～（竹田市直入
　B&G海洋センター体育館） ☎63-
　4817（竹田市生涯学習課）※参加
　料500円

13
・岡城跡石垣清掃 8:00～（岡城跡
　駐車場） ☎63-4818（竹田市文化
　財課）
・認知症予防講演会 &「妻の病〜
　レビー小体型認知症〜」映画上
　映会 13:30-16:00（竹田市総合社
　会福祉センター）
・宮處野神社例大祭・神保会 11:00
　～本宮お発ち 15:00～外宮お発
　ち（久住町・宮處野神社及び石田
　天神）

18
・竹田温泉「花水月」休館日
・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田
　市総合社会福祉センター） ☎75-
　3688（竹田市保険健康課温泉利
　用相談室）
・こころの健康相談 13:30-15:30（荻
　支所） ☎63-3346（竹田市心の相
　談支援事業所）※要予約（相談日
　の前日の午前中まで）

19
・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田市
　直入B&G海洋センター） ☎75-3688
　（竹田市保険健康課温泉利用相談室）
・第72回瀧廉太郎記念全日本高等学
　校声楽コンクール開会式 18:30～（竹
　田市総合文化ホール〈グランツた
　けた〉）
・スポーツビューティースクール（女
　性限定） 19:00～（竹田市直入 B&G
　海洋センター体育館） ☎63-4817（竹
　田市生涯学習課）※参加料500円

20
・平成30年度大分県防災士養成研
　修 9:00-17:00（豊後大野市緒方公
　民館）
・第72回瀧廉太郎記念全日本高等
　学校声楽コンクール予選 13:00～
　（竹田市総合文化ホール〈グラン
　ツたけた〉）

25
・竹田温泉「花水月」休館日
・大分県交通事故巡回相談 10:00-15:00（大分
　県豊肥振興局） ☎63-1171（豊肥振興局）
　※要予約
・第79回大分県畜産共進会（乳用牛の部）
　10:15～（みどりの王国）
・５歳児健診 13:00～受付（竹田市総合社会福
　祉センター）
・こころの健康相談 13:30-15:30（久住保健セ
　ンター） ☎63-3346（竹田市心の相談支援事
　業所）※要予約（相談日の前日の午前中まで）
・精神保健福祉相談 14:00-16:00（大分県豊肥
　保健所） ☎0974-22-0162（豊肥保健所）※要
　予約

26
・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田
　市直入B&G海洋センター） ☎75-
　3688（竹田市保険健康課温泉利
　用相談室）
・スポーツビューティースクール
　（女性限定） 19:00～（竹田市直入
　B&G海洋センター体育館） ☎63-
　4817（竹田市生涯学習課）※参加
　料500円

27
・劇団四季ファミリーミュージカル
　「魔法をすてたマジョリン」
　17:00～開場 17:30～開演（竹田市
　総合文化ホール〈グランツたけた〉）

よりそいカフェに
参加しませんか

【竹田】

★10月５日・19日㈮
　13：30-15：30 古町商栄会

【荻】

・10月９日・23日㈫
　13：00-15：00 荻「しらみず」

【久住】

・10月16日㈫・25㈭ 
　13：00-15：00 久住「りんどう」

【直入】

・10月12日・26日㈮
　13：00-15：00 直入「ゆのはな」

【竹田北部「双城」】

・10月11日・18日㈭
　13：00-15：00 出会いの湯

【竹田南部「あけぼの」】

・10月24日㈬ 13：00-15：00
　宮砥分館
・10月16日㈫ 13：00-15：00
　嫗岳分館

【都野】

・10月３日㈬ 13：30-15：30
　くたみたきのう館
・10月20日㈯ 13：30-15：30
　グループホームくたみのもり
★は大分県認知症疾患医療セン
ターによる認知症予防講座を開
催します。

よりそいカフェは認知症の人

やその家族、地域の住民らが

気軽に交流できる場所です。

平成24年の豪雨災害で使用
できなくなっていました竹田市
体育センターがリニューアルオ
ープンします。

予約受付開始　10月15日㈪～

一般利用開始　11月５日㈪～

☎63-4817  （竹田市生涯学習課）

竹田市体育センターの
利用受付を開始します

人権学習学級

どなたでもご自由に受講
できますので、ぜひお気軽に
ご参加ください。
日時　10月17日㈬  午後３時～
会場　竹田市役所３階会議室
内容　セクシュアリティに
　　　ついて
講師　LGBTサポートチーム
　　　ココカラ！
　　　奥　結香 さん

※受講を希望される方は事
前にご連絡ください。
問竹田市生涯学習課
☎63-4817

国民文化祭「竹田ルネサンス2018」関連イベント
10/6㈯～10/21㈰ 
・竹田で出会う美しい日本プロジェクト「美
　を追求した作家が魅せられたまち」
　10:00-16:00（久住高原美術館）
10/6㈯～11/11㈰ 
・TAKETA ART CULTURE 2018（竹田市城
　下町エリア一帯） ※土・日を中心に開催
10/6㈯～11/4㈰ 
・古田織部と竹田キリシタン
　（竹田キリシタン資料館他）
10/7㈰
・街中キラリ☆にぎわいづくりプロジェクト
　マルシェ 13:00-17:00（竹田市総合文化ホ
　ール〈グランツたけた〉敷地内広場）
10/7㈰～14日㈰ 
・「竹田で出会う美しい日本」展
　10:00-17:00 （竹田市総合文化ホール〈グ
　ランツたけた〉）※７日は14:00から
10/8㈪
・全国炭酸泉シンポジウム2018 
　10:00-12:00（直入公民館大ホール）
10/13㈯
・「竹田で出会う美しい日本」ロバート・キャ
　ンベル×江國香織トークイベント〜消え
　ゆくものと、芽吹くもの〜

　13:00～開場 14:00～開演（竹田市総合
　文化ホール〈グランツたけた〉）
10/14㈰
・グランツたけたオープニングフェスタ 開
　館記念ピアノ・室内楽コンサート「音楽に
　出会う日」 13:30～開場 14:00～開演
　（竹田市総合文化ホール〈グランツたけた〉）
10/28㈰
・竹８シネマプロジェクト『竹田ん宝もん』
　完成映画上映会＆トークイベント
　13:00-17:00（竹田市総合文化ホール〈グ
　ランツたけた〉）
11/2㈮
・田能村竹田184祭大茶会 9:00-16:00（旧
　竹田荘）※お茶券1000円
11/2㈮～４㈰
・第42回収穫祭・久住高原キンダーフェス
　ト2018＆竹田みんなでアート
　10:00-16:00（久住高原パルクラブ）
11/3㈯
・田能村竹田184祭大茶会
　9:00-16:00（旧竹田荘）※お茶券1000円

 行政なんでも相談所

地域 相談日 時　間 開　催　場　所
竹田 10月18日㈭

10：00
～12：00

竹田市総合社会福祉センター 相談室 
荻 10月17日㈬ 荻公民館　幼児室

久住
10月18日㈭

久住公民館　健康相談室
直入 直入支所　小会議室 

※行政なんでも相談に関するお問い合わせは、行政相談委員まで
　「困ったら一人で悩まず行政相談！」

〔竹田〕阿南　　茂  ☎67-2608　〔 荻 〕佐藤　孝幸  ☎68-3510
〔久住〕本郷　俊一  ☎76-1304　〔直入〕児玉　龍明  ☎75-2426

問竹田市文化政策課  ☎63-4837
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1
【納期限】固定資産税（３期）、国民

健康保険税（６期）、介護保険料・後
期高齢者医療保険料（３期）
・荻の里温泉休館日
・第10回竹田市農業委員会総会　
　13:30～（市役所本庁舎３階第２、
　３会議室）

2
・平成30年度一日合同相談所
　10:00-15:00（竹田市総合社会福祉セン
　ター）※年金や行政相談などの相談に
　無料で応じます
・おはなしひろば 10:30-11:00（竹田市立
　図書館おはなしひろば）
・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田市直入
　B&G海洋センター） ☎75-3688（竹田市
　保険健康課温泉利用相談室）
・こころの健康相談 13:30-15:30（直入支
　所） ☎63-3346（竹田市心の相談支援事
　業所）※要予約（相談日の前日の午前中
　まで）

3
・陽目の里「名水茶屋」休業日

7
・第61回荻地域体育祭 9:00～（荻
　小学校グラウンド）
・第47回久住高原まつり・第16回
　久住高原牛肉まつり 10:00-15:00
　（南登山口特設会場（星ふる館隣））
・竹田市総合文化ホール開館記念
　式典 12:30～（竹田市総合文化
　ホール〈グランツたけた〉）

8 体育の日

・郷土の自然に親しみ植物を観察する
　会「秋の黒岳（前岳）の紅葉」 8:00まで
　に市役所駐車場集合 ☎62-4100（竹
　田創生館）※参加費1000円
・市長杯ケーブルウエイクボード大会
　10:00～（長湯ケーブルウエイクパーク）
・グランツたけた開館記念さだまさしコ
　ンサート「復興・竹田ルネサンス2018」
　16:30～開場 17:00～開演（竹田市総
　合文化ホール〈グランツたけた〉）

9
・おはなしひろば 10:30-11:00（竹
　田市立図書館おはなしひろば）
・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田
　市直入B&G海洋センター） ☎75-
　3688（竹田市保険健康課温泉利
　用相談室）

10
・陽目の里「名水茶屋」休業日
・第14回竹田市交通安全市民大会 
　14:00～（竹田市総合文化ホール
　〈グランツたけた〉）

14
・第79回大分県畜産共進会（肉用
　牛の部） 11:00～（別府公園文化
　ゾーン）

15
・荻の里温泉休館日
・石造物を訪ねる旅（祖峰、荻）
　8:30までに扇森稲荷神社駐車場集
　合 ☎62-4100（竹田創生館）※参加
　料1000円

16
・おはなしひろば10:30-11:00（竹田
　市立図書館おはなしひろば）
・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田
　市直入B&G海洋センター） ☎75-
　3688（竹田市保険健康課温泉利
　用相談室）
・健康一直線応援セミナー
　16:00～受付・健康チェック 17:00
　～開会（竹田市総合社会福祉セ
　ンター）

17
・温泉療養文化館「御前湯」休館日
・長湯おんせん市場休業日
・陽目の里「名水茶屋」休業日
・もぐもぐ教室（５〜６か月児） 9:30～受付（竹
　田市総合社会福祉センター）
・年金相談［完全予約制］ 10:00-15:00（竹田市
　高齢者いきいき交流センター） ☎097-552-
　1211（日本年金機構大分年金事務所）
・大分県行政書士会無料相談会
　9:30-14:30（竹田市総合社会福祉センター） 
　☎097-537-7089（大分県行政書士会事務
　局）または ☎070-4743-2990（同豊肥支部
　長・春野）

21
・ジャパンマンモグラフィーサンデー
　8:30-10:00（社会医療法人社団大久保病院）
　☎64-7777（大久保病院）※要予約
・B&Gフォトウォークラリー in ながゆ2018
　9:00～開会（竹田市直入B&G海洋センター
　をスタート・フィニッシュ）
・平成30年度大分県防災士養成研修・資格
　試験 9:00-17:00（豊後大野市緒方公民館）
・温泉療養文化館「御前湯」20周年記念セレ
　モニー 9:30～（温泉療養文化館「御前湯」）
・第72回瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽
　コンクール本選 11:00～（竹田市総合文化
　ホール〈グランツたけた〉）

22 23
・おはなしひろば10:30-11:00（竹田市
　立図書館おはなしひろば）
・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田市
　直入B&G海洋センター） ☎75-3688
　（竹田市保険健康課温泉利用相談室）
・こころの健康相談 13:30-15:30（竹
　田市総合社会福祉センター） ☎63-
　3346（竹田市心の相談支援事業所）
　※要予約（相談日の前日の午前中ま
　で）

24
・陽目の里「名水茶屋」休業日
・豊肥家畜市場〔成牛〕 9:30～せり
　開始（豊後豊肥家畜市場）
・１歳６か月児健診 13:00～受付
　（竹田市総合社会福祉センター）

28
・第27回 B&G 財団会長杯争奪直入
　地域バレーボール大会 9:00～開
　会（竹田市直入 B&G 海洋センタ
　ー体育館）
・メンヒルの里おこし第30回弓ま
　つり大会 12:30～受付、13:00～
　開会（森八幡社境内） ☎63-1068
　（松本分館）※月・水・金のみ

29 30
・おはなしひろば10:30-11:00（竹田
　市立図書館おはなしひろば）
・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田
　市直入B&G海洋センター） ☎75-
　3688（竹田市保険健康課温泉利
　用相談室）
・ふるさと再発見ツアー（延岡市
　と西郷隆盛の足跡） 7:50までに
　花水月集合 ☎63-2638（竹田観
　光案内所）※会費6000円

31
【納期限】市県民税（３期）、国民健

康保険税（７期）、介護保険料・後期
高齢者医療保険料（４期）
・陽目の里「名水茶屋」休業日

　
　
　

月
間
・
そ
の
他

○悩まずどんとこい労働相談（10/
１～７） 問大分県労働委員会事
務局 ☎097-536-3650

○間伐推進強化月間
　（10/１～11/30）
○全国漁船安全操業推進月間
○３Ｒ（リデュース・リユース・リ

サイクル）推進月間
○土地の日・土地月間
○都市緑化月間
○全国・自然歩道を歩こう月間
○骨髄バンク推進月間

11月上旬の主な予定　※9月24日現在

  １日㈭ ・第70回瀧廉太郎を偲ぶ音楽祭 9:00-15:00（竹田市総合文化ホール〈グランツたけた〉）

 ・平成30年度「おおいた教育の日」推進大会 12:30-16:50（竹田市総合文化ホール〈グランツたけた〉）

  ３日㈯ ・第13回トマト天国in荻、第39回荻ふるさと祭り 9:00-15:00（荻福祉健康エリアグラウンド）

 ・第66回男子・第31回女子大分県中学校駅伝競走大会
 　10:00～女子スタート 11:20～男子スタート（日本一のマラソン練習コース・久住町南登山口）

 ・第70回画聖「田能村竹田」先生をしのぶ美術祭表彰式 10:30～（竹田市総合文化ホール〈グランツたけた〉）

  ６日㈫ ・第10回川端康成記念講演会 13:50～（竹田市総合文化ホール〈グランツたけた〉）

 ・平成30年度竹田市功労者表彰式 16:30～（竹田市総合文化ホール〈グランツたけた〉）

 ・「元気です！たけた」芹洋子ふれあいコンサート 18:00～開場 18:30～開演（竹田市総合文化ホール〈グランツたけた〉）

 　☎76-1111（久住支所地域振興課）または☎63-4807（竹田市商工観光課）※入場料1000円

公 益 財 団 法 人  大 分 県 市 町 村 振 興 協 会

第14回歳末助け合いチャリティーショー出演者募集 
12月１日㈯に竹田市総合文化ホール〈グランツたけた〉で開催されるチ
ャリティーショーの出演者を募集しています。グランツの舞台で歌や踊
りなど披露してみませんか？
募集締切 10月24日㈬　問竹田市社会福祉協議会地域福祉課 ☎63-1544
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 農業委員会事務局からのお知らせ  ・農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月15日です（15日が土日

の場合は直前の金曜が締切日となります）。　問竹田市農業委員会事務局　☎ 63-4815



交通安全の意識向上と無事故無違反の

竹田市をめざして、「平成30年度竹田市交

通安全市民大会」を開催します。

日時　10月10日㈬　午後２時〜

会場　竹田市総合文化ホール〈グランツた

けた〉

内容　竹田高等学校器楽部によるアトラ

クション／交通安全功労者表彰／交通事

故情勢の講話など

問竹田市総務課行政係

☎63-1111（内線212）

 

週
間
・
月
間
等

10
月
１
日
は
「
土
地
の
日
」、

10
月
は
土
地
月
間
で
す

土
地
は
限
ら
れ
た
貴
重
な
資
源
で

す
。
一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を

行
っ
た
場
合
、
土
地
の
所
得
者（
買
主
）

は
契
約
締
結
後
２
週
間
以
内
に
届
出

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

届
出
の
必
要
な
土
地

・
市
街
化
区
域
が
２
千
平
方
メ
ー

ト
ル
以
上

・
市
街
化
区
域
を
除
く
都
市
計
画

区
域
が
５
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

・
そ
の
他
の
区
域
が
１
万
平
方
メ
ー

ト
ル
以
上

届
出
の
必
要
な
土
地
取
引　

売
買
、

交
換
、
営
業
譲
渡
、
譲
渡
担
保
、
共
有

持
分
の
譲
渡
な
ど

※
こ
れ
ら
の
取
引
の
予
約
で
あ
る
場

合
も
含
み
ま
す
。

届
出
書
類　

届
出
書
、
契
約
書
の
写

し
、
位
置
図
、
周
辺
状
況
図
、
形
状
図

（
字
図
等
）を
土
地
の
所
在
す
る
市
町

村
国
土
法
担
当
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

▪届  

・
問  

竹
田
市
企
画
情
報
課

☎
63-

４
８
０
１

10
月
１
日
は
「
浄
化
槽
の
日
」

で
す浄

化
槽
は
微
生
物（
バ
ク
テ
リ
ア
）

の
働
き
を
利
用
し
て
汚
水
を
浄
化
す

る
装
置
で
す
。
次
の
義
務
付
け
ら
れ

た
点
検
等
を
行
う
と
と
も
に
、
正
し

い
維
持
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

定
期
的
な
保
守
点
検　

市
内
の
保
守

点
検
業
者
は
、
竹
田
衛
生
社
と
古
森

浄
化
槽
セ
ン
タ
ー
で
す
。

年
１
回
以
上
の
汚
泥
の
引
き
抜
き
や

清
掃　

市
内
の
清
掃
業
者
は
竹
田
衛

生
社
で
す
。

年
１
回
の
水
質
検
査
等
の
定
期
検
査

県
内
で
は
大
分
県
環
境
管
理
協
会

（
☎
０
９
７-

５
６
７-

１
８
５
５
）が

検
査
機
関
で
す
。

問
竹
田
市
上
下
水
道
課
生
活
排
水
係

☎
63-
１
１
１
１（
内
線
１
８
１
・
１
８
２
）

10
月
17
日
～
23
日
は

「
薬
と
健
康
の
週
間
」
で
す

薬
を
正
し
く
使
う
た
め
に
次
の
こ

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

⑴
用
法
用
量
を
守
り
ま
し
ょ
う

⑵
使
用
す
る
薬
の
情
報
を
知
り
ま

し
ょ
う

⑶
人
か
ら
も
ら
っ
た
薬
は
使
わ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

⑷
薬
の
専
門
家（
薬
剤
師
な
ど
）に
相

談
し
ま
し
ょ
う

問
く
す
り
の
１
１
０
番（
薬
に
関
す

る
電
話
相
談
窓
口
）　

☎
０
９
７-

５
４
４-

９
５
１
２　

※
午
前
10
時
〜
12
時
、
午
後
１
時
〜

３
時（
21
日
を
除
く
）

10
月
21
日
は
日
曜
日
に
乳
が
ん

検
査
を
受
け
ら
れ
る
日
で
す

多
忙
な
平
日
を
お
過
ご
し
の
女
性

の
皆
さ
ま
の
た
め
に
、
日
本
乳
が
ん

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
運
動（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

Ｊ
．
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
）
で
は
、
毎
年
10
月
の

第
３
日
曜
日
に
全
国
ど
こ
で
も
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
が
受
診
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
推
奨
し
て
お
り
、
ジ
ャ

パ
ン
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
サ
ン
デ
ー

（
Ｊ
・
Ｍ
・
Ｓ
）
と
銘
打
っ
て
い
ま
す
。

竹
田
市
で
の
賛
同
医
療
機
関
は
社
会

医
療
法
人
社
団
大
久
保
病
院
で
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診
さ
れ
る
こ
と

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

検
査
日
時　

10
月
21
日
㈰　

午
前
８

時
30
分
〜
10
時

検
査
内
容　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

（
2
方
向
）・
乳
房
超
音
波
検
査

※
女
性
技
師
が
対
応
し
ま
す
。

検
査
料
金　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー　

３
８
８
８
円（
税
込
）※
無
料
ク
ー
ポ

ン
対
応
あ
り
／
超
音
波　

３
８
８
８

円（
税
込
）

※
要
予
約
。
両
検
査
と
も
先
着
10
人

程
度

▪申
　

・
問
社
会
医
療
法
人
社
団
大
久
保

病
院
健
診
部　

☎
64-

７
７
７
７

たけたん

インフォ
10がつ

竹田市交通安全市民大会

交通マナーアップに向けて

おおいた子育てほっとクーポンが
利用できるサービスが増えます！

屋外広告物の設置には許可が
必要です

10月１日より、おおいた子育てほっと

クーポンが次のサービスでも利用できる

ようになりました。

・延長保育（市内各認可保育施設）

・市内の放課後児童クラブ利用

※期限内のクーポンであれば、きょうだい

児も利用できます。

※500円未満の使用の場合はおつりが出

ませんのでご注意ください。

問竹田市社会福祉課子育て支援係

☎63-4811

営利・非営利を問わず、屋外に看板を設

置するには原則として許可が必要です。

許可を得ていない場合、大分県屋外広

告物条例違反として30万円以下の罰金が

適用される場合がありますので、ご注意く

ださい。

問竹田市建設課道路管理係

☎63-1111（内線247・248）
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税　

金

固
定
資
産
税
の
申
告
・
届
出

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日

時
点
で
の
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
の

所
有
者（
登
記
が
あ
る
も
の
は
登
記

名
義
人
）に
か
か
り
ま
す
。

ま
た
、
土
地
・
家
屋
を
年
の
途
中
で

売
買
し
た
場
合
で
も
、
そ
の
年
の
12

月
末
ま
で
に
所
有
権
移
転
の
登
記
手

続
が
な
さ
れ
な
い
場
合
は
、
前
所
有

者
に
翌
年
度
の
固
定
資
産
税
が
か
か

り
ま
す
。

○
住
宅
用
地
の
異
動
申
告

現
在
、
住
宅
が
建
っ
て
い
る
土
地

（
住
宅
用
地
）
に
つ
い
て
は
、
固
定
資

産
税
が
軽
減
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
宅

の
取
り
壊
し
等
で
住
宅
用
地
で
な
く

な
っ
た
場
合
や
、
新
築
等
で
新
た
に

住
宅
用
地
に
な
っ
た
場
合
な
ど
、
住

宅
用
地
に
異
動
が
あ
っ
た
場
合
は
、

市
税
条
例
第
74
条
に
よ
り
届
出
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

申
告
期
限　

平
成
31
年
１
月
31
日
㈭

申
告
内
容　

所
有
者（
住
所
・
氏
名
）、

住
宅
用
地（
所
在
・
地
積
）、
家
屋（
所

在
・
所
有
者
・
床
面
積
等
）

○
土
地
・
家
屋
の
異
動
届

次
の
異
動
が
あ
っ
た
場
合
は
、
速

や
か
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

法
務
局
に
て
登
記
手
続
き
を
さ
れ
た

方
は
連
絡
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

［
土
地
の
異
動
］

・
土
地
の
地
目
が
変
わ
っ
た
場
合

［
家
屋
の
異
動
］

・
家
屋
を
新
築
ま
た
は
増
築
し
た
場

合・
家
屋
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
取

り
壊
し
た
場
合

問
竹
田
市
税
務
課
資
産
係　

☎
63-

１
１
１
１

（
内
線
１
２
７
・
１
２
８
・
１
２
９
）

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明
会

九
州
ア
ル
プ
ス
商
工
会
で
は
竹
田

税
務
署
と
の
共
催
に
よ
り
、
事
業
者

の
方
を
対
象
と
し
た
消
費
税
の
軽
減

税
率
制
度
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

来
年
10
月
１
日
か
ら
実
施
さ
れ
る

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
で
は
、売
り

上
げ
や
仕
入
れ
を
税
率
ご
と
に
区
分

し
て
経
理
す
る
必
要
が
あ
る
ほ
か
、
複

数
税
率
に
対
応
し
た
請
求
書
等
の
交

付
や
保
存
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
務
は
、
軽
減
税
率

の
対
象
品
目
を
取
り
扱
う
事
業
者
は

も
と
よ
り
、
軽
減
税
率
の
対
象
品
目

の
売
り
上
げ
が
な
い
事
業
者
や
、
消

費
税
の
納
税
義
務
の
な
い
免
税
事
業

者
を
含
め
、
多
く
の
事
業
者
に
関
係

し
ま
す
。

制
度
の
実
施
に
向
け
た
準
備
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
30
日
㈫　

午
後
４
時
〜

５
時
30
分

会
場　

久
住
公
民
館
２
階
研
修
室

※
会
場
の
席
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▪申
　

・
問
九
州
ア
ル
プ
ス
商
工
会

☎
76-

０
１
５
１

 

検　

定

特
定
計
量
器
検
定

は
か
り（
計
量
器
）を
商
品
の
販
売
、

農
水
産
物
の
出
荷
・
販
売
、
薬
の
調

剤
、
健
康
診
断
、
診
療
等
に
使
用
さ

れ
て
い
る
方
は
、
２
年
ご
と
に
県
知

事
が
行
う
定
期
検
査
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

取
引
・
証
明
に
使
用
す
る
は
か
り

を
新
規
に
購
入
さ
れ
た
方
な
ど
で
、

今
ま
で
検
査
を
受
け
た
こ
と
の
な
い

方
、
取
引
・
証
明
へ
の
使
用
を
廃
止
さ

れ
た
方
は
竹
田
市
商
工
観
光
課
ま
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

検
査
期
日　

10
月
22
日
㈪
〜
26
日
㈮

※
前
回
の
受
検
者
に
は
日
時
及
び
会

場
を
ハ
ガ
キ
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
竹
田
市
商
工
観
光
課

☎
63-

４
８
０
７

大
分
県
産
業
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
計

量
検
定
担
当

☎
０
９
７-

５
９
６-

７
１
０
２

平成 30 年度

中途失聴者・難聴者のための
手話講座

子どもたちにできることを考え、学ぶ機会を。
大人のタケハコ教室

馬の暮らし型セラピー勉強会

大分県聴覚障害者協会の主催による「中

途失聴者・難聴者のための手話講座」を開

催します。

日時　11月10日〜平成31年１月26日の毎

週土曜日（全10回）　午後１時〜３時

※都合により変更になる場合があります。

会場　大分県聴覚障害者センター

　　　（大分市大津町１丁目９番５号）

対象　身体障害者手帳の交付を受けてい

る中途失聴者・難聴者（申請中でも可）

※聞こえにくいため手話の学習を希望さ

れる方は、手帳のない場合も一度お問い

合わせください。

定員　15人　※先着順

受講料　無料ですが、資料代が800円かか

ります

申込方法　竹田市社会福祉課に備え付け

の申込用紙に、必要事項を記入しお申し込

みください。

※要約筆記を準備しています。

問社会福祉法人大分県聴覚障害者協会

（担当・徳永）

☎097-551-2152　FAX 097-556-0556

E-mail：df-oita6@toyonokuni.jp

なぜこの時代にセラピーが必要なのか？

現代社会に潜む課題、解決に繋がる馬の

驚くべき力を学んでいきます。馬の暮らし

から、新しい社会を創造していくために必

要な技法や考え方を得られる勉強会です。

日時

第４回　10月31日㈬

［実技］ 午後３時〜４時／［座学］ 午後５時

〜６時

第５回　11月11日㈰

［実技］ 午後３時〜４時／［座学］ 午後５時

〜６時

第６回　11月12日㈪

［実技］ 午後３時〜４時／［座学］ 午後５時

〜６時

参加料　実技と座学セットで５千円

▪申　・問城下町交流館「集」

☎63-0133（担当・小笠原）

E-mail：takenohaco@gmail.com

19 2018 年 10 月発行

たけたんインフォ



 
年　

金

免
除
さ
れ
た
国
民
年
金
の
追
加

納
付
に
は
追
納
が
お
す
す
め

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
を
計
算

す
る
と
き
に
、
国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
や
猶
予
の
承
認
を
受
け
た
期
間

が
あ
る
場
合
は
、
全
額
納
付
し
た
場

合
と
比
べ
て
年
金
額
が
低
額
と
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
免
除
等
の
承
認
を

受
け
た
期
間
の
国
民
年
金
保
険
料
に

つ
い
て
は
、
後
か
ら
納
付（
追
納
）
す

る
こ
と
に
よ
り
、
老
齢
基
礎
年
金
の

年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
社
会
保
険
料
控
除
に
よ
り
所

得
税
・
住
民
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

手
続
き
及
び
納
付
方
法　

申
し
込
み

後
、
厚
生
労
働
大
臣
の
承
認
を
受
け

た
う
え
で
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
。

口
座
振
替
並
び
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
送
付
し
た
納

付
書
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

○
追
納
が
で
き
る
の
は
、
追
納
が
承
認

さ
れ
た
月
の
前
10
年
以
内
の
免
除

等
期
間
に
限
ら
れ
ま
す
。（
例
え
ば
、

２
０
１
８
年
４
月
分
は
２
０
２
８

年
４
月
末
ま
で
）

○
承
認
等
を
さ
れ
た
期
間
の
う
ち
、

原
則
古
い
期
間
か
ら
納
付
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

○
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
も
し
く

は
納
付
猶
予
を
受
け
た
期
間
の
翌

年
度
か
ら
起
算
し
て
、
３
年
度
目

以
降
に
追
納
す
る
場
合
に
は
、
承

認
を
受
け
た
当
時
の
保
険
料
額
に

経
過
期
間
に
応
じ
た
加
算
額
が
上

乗
せ
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
早
目
の

追
納
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

問
大
分
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課　

☎
０
９
７-

５
５
２-

１
２
１
１

 
消
費
者
行
政

チ
ラ
シ
を
見
て
頼
ん
だ
廃
品
回
収

・「
廃
品
回
収
代
金
が
８
万
円
」
と
書

か
れ
た
チ
ラ
シ
を
見
て
、
業
者
に
不

用
品
の
処
分
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、

作
業
後
に
47
万
円
を
請
求
さ
れ
た
。

・
チ
ラ
シ
を
見
て
廃
品
回
収
業
者
に

電
話
を
す
る
と
「
費
用
は
３
万
円
ぐ

ら
い
」
と
言
わ
れ
た
が
、
来
訪
す
る
と

30
万
円
を
請
求
さ
れ
た
。

チ
ラ
シ
を
見
て
廃
品
回
収
を
依
頼

す
る
場
合
、
チ
ラ
シ
に
記
載
さ
れ
て

い
る
金
額
で
契
約
で
き
る
と
は
限
り

ま
せ
ん
。
事
前
に
複
数
の
事
業
者
か

ら
見
積
も
り
を
取
り
、
料
金
だ
け
で

な
く
作
業
内
容
も
比
較
検
討
し
て
か

ら
契
約
し
、
作
業
時
は
家
族
や
周
り

の
人
に
立
ち
会
っ
て
も
ら
う
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

問
竹
田
市
市
民
課
窓
口（
竹
田
市
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
）　

☎
63-

４
８
３
４

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時（
月
〜

金　

平
日
の
み
）／
大
分
県
消
費
生
活
・

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ（
ア
イ
ネ
ス
）

☎
０
９
７-

５
３
４-

０
９
９
９

 

補
助
制
度

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
費
補

助
制
度
を
創
設
し
ま
し
た

地
震
等
に
よ
り
倒
壊
の
お
そ
れ
が

あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
の
促
進

を
図
る
た
め
、
撤
去
費
用
の
2
分
の

１
、
10
万
円
を
上
限
に
助
成
す
る
補

助
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
を
な
く
し
、

震
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
促
進
し

ま
し
ょ
う
。

問
竹
田
市
総
務
課
行
政
係

☎
63-

４
８
０
０

 

道
路
使
用

市
道
使
用
上
の
お
願
い

最
近
、
舗
装
道
を
直
接
鉄
製
カ
タ

ピ
ラ
で
走
行
し
た
痕
跡
が
見
か
け
ら

れ
ま
す
。
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
や
除
雪
車

の
よ
う
に
カ
タ
ピ
ラ
を
有
す
る
車
両

で
の
走
行
は
「
車
両
制
限
令
第
８
条
」

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
鉄
製
カ
タ

ピ
ラ
で
走
行
し
、
舗
装
を
傷
め
た
場

合
は
修
復
費
用
を
請
求
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
路
面
養
生
等

必
要
な
措
置
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
鉄
製
カ
タ
ピ
ラ
で
の
走
行

を
見
か
け
た
場
合
は
、
竹
田
市
建
設

課
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
竹
田
市
建
設
課
道
路
管
理
係

☎
63-

１
１
１
１

（
内
線
２
４
７
・
２
４
８
）

入札日時　10月18日㈭　午前９時 〜

入札場所　市役所本庁舎3階会議室

参加方法　事前に竹田市財政課市有財産

経営管理室にお申し込みください。

受付期間　10月12日㈮まで

※現地説明会は開催しませんので、必ず入

札参加申込者ご自身において、あらかじめ

現地を確認してください。

※市税等を滞納している方等は入札に参

加できません。

問竹田市財政課市有財産経営管理室

☎63-1111（内線233）

市が保有している土地・建物を
一般競争入札で売却します！

番
号

物件名 所在地
地目 地積（㎡）

実測面積用途

１
旧下町
住宅

竹田市久住町
大字久住字
桜馬場6022番7

宅地 126.76㎡

住宅 55.58㎡

広報たけた平成 30 年 10 月号 20



 
講
演
会

第
20
回
大
分
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン

フ
ォ
ー
ラ
ム

ア
ル
コ
ー
ル
や
ギ
ャ
ン
ブ
ル
、
ネ
ッ

ト
、
薬
物
等
の
依
存
症（
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ

ン
）に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、
回
復
の
糸
口
を
探
り
ま
す
。

日
時　

10
月
28
日
㈰　

午
前
10
時

〜
午
後
４
時

場
所　

大
分
大
学
旦
野
原
キ
ャ
ン
パ

ス（
大
分
市
大
字
旦
野
原
７
０
０
番
）

対
象　

一
般
の
方
や
医
療
・
福
祉
・
教

育
等
関
係
機
関
の
職
員
な
ど

内
容　

専
門
医
師
に
よ
る
講
演
、
体

験
談
発
表
、
モ
デ
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

な
ど

参
加
料　

資
料
代
と
し
て
６
０
０
円

※
事
前
申
込
不
要

問
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７-

５
４
１-

５
２
７
６

気
象
予
報
士
の
橋
本
正
幸
さ

ん
に
よ
る
講
演
会

「
異
常
気
象
か
ら
命
・
財
産
・
不
動

産
を
ど
う
守
る
か
？
」
を
テ
ー
マ
に
、

Ｏ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
「
お
天
気
コ
ー
ナ
ー
」

で
活
躍
す
る
気
象
予
報
士
の
橋
本
正

幸
さ
ん
が
異
常
気
象
か
ら
身
を
守
る

方
法
を
解
説
し
ま
す
。

日
時　

10
月
27
日
㈯　

午
前
10
時

〜
12
時

場
所　

Ｊ

:

Ｃ
Ｏ
Ｍ
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル

大
分
２
０
１
・
２
０
２
会
議
室

問
大
分
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
事

務
局

☎
０
９
７-

５
３
４-

９
３
７
７

 

講
習
等

職
長（
安
全
衛
生
責
任
者
）

教
育
講
習

日
時　

11
月
８
日
㈭
・
９
日
㈮　

午

前
８
時
45
分
〜
午
後
５
時

場
所　

豊
後
大
野
市
役
所
２
階（
中

央
公
民
館
）

受
講
料

〔
職
長
教
育
〕会
員
１
２
６
３
６
円
、非

会
員
１
５
３
３
６
円
に
テ
キ
ス
ト
代

８
６
４
円
／〔
職
長
教
育
と
安
全
衛

生
責
任
者
教
育
〕会
員
１
３
８
２
４

円
、非
会
員
１
６
５
２
４
円
に
テ
キ
ス

ト
代
１
５
１
２
円

▪申
　

・
問（
一
社
）
大
分
県
労
働
基
準
協

会
豊
後
大
野
支
部

☎
０
９
７
４-

26-

４
１
１
５

FAX
０
９
７
４-

26-

４
１
４
６

公
共
職
業
訓
練

12
月
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

募
集
科
名　

電
気
シ
ス
テ
ム
科（
デ
ュ

ア
ル
コ
ー
ス
）

訓
練
期
間　

12
月
４
日
㈫
〜
来
年
５

月
31
日
㈮

募
集
期
間　

10
月
26
日
㈮
ま
で

受
講
料　

無
料

※
訓
練
コ
ー
ス
説
明
会
を
10
月
16
日

㈫
に
行
い
ま
す
。

▪申
　

・
問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分（
大

分
市
皆
春
１
４
８
３‒

１
）

☎
０
９
７-

５
２
９-

８
６
１
５

大分県立盲学校「学校公開」

大分県立農業大学校 「第36回農大祭」

蜜蜂を飼育している方は届出が
必要です

期日　10月26日㈮

日程　午前10時〜学校説明、公開授業、施

設見学ほか／午後１時30分〜視覚障がい

教育相談（希望者）

※詳しい日程や申込方法は、ホームページ

（http://shien.oita-ed.jp/mou/）をご確認く

ださい。

※視覚障がいに関する教育相談も随時受

け付けています。

問大分県立盲学校

（〒870-0026 大分市金池町３丁目１番75号）

☎097-532-2638　FAX 097-532-2636

日時　11月10日㈯

　　　午前９時30分〜午後３時

場所　大分県立農業大学校グラウンド

※駐車場は農大の駐車場とグラウンドを

利用してください。

※雨天時は内容を変更し、体育館で開催し

ます。

内容　農産物販売（午前10時〜）、農大見

学会（圃場）、学生模擬店、三重総合高校神

楽等各種イベント

問大分県立農業大学校教務課

☎0974-22-7582

養蜂振興法により、蜜蜂を飼育している

方は毎年１月末までに飼育している場所

や期間等を記載した飼育届の提出が必要

です。

養蜂業者や趣味で飼育されている方、

また飼育されている種類（セイヨウやニホ

ンミツバチに限る）や群の大きさに関係な

く届出が必要です。

届出をされていない方は、速やかに飼育

届の提出をお願いします。

問大分県豊肥振興局農山村振興部

☎63-1172
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保
健
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

原
子
爆
弾
被
爆
者
二
世
に
対

す
る
無
料
健
康
診
断

県
で
は
、
原
子
爆
弾
被
爆
者
二
世

の
方
を
対
象
と
し
た
健
康
診
断
を
委

託
医
療
機
関
に
お
い
て
実
施
し
ま
す
。

対
象
者　

両
親
ま
た
は
そ
の
ど
ち
ら

か
が
原
子
爆
弾
被
爆
者
で
、
県
内
に

お
住
ま
い
の
方

申
込
期
間　

10
月
22
日
㈪
〜
11
月

30
日
㈮

実
施
期
間　

11
月
1
日
㈭
〜
平
成

31
年
１
月
11
日
㈮

▪申
　

・
問
大
分
県
豊
肥
保
健
所
（
豊
後

大
野
市
三
重
町
市
場
９
３
４‒

２
）

☎
０
９
７
４-

22-

０
１
６
２

 

資　

格

歯
科
衛
生
士
の
免
許
を
取
得

し
ま
せ
ん
か

歯
科
衛
生
士
は
、
お
口
の
健
康
づ

く
り
と
口
腔
ケ
ア
で
、
笑
顔
の
あ
る

健
康
な
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
国
家

資
格
の
専
門
職
で
す
。

○
就
職
率
は
１
０
０
％

○
県
内
に
学
校
が
あ
る
た
め
、
学
費
も

比
較
的
安
く
済
み
ま
す

○
卒
後
は
地
元
で
働
け
ま
す

○
職
場
は
夜
勤
が
な
く
、清
潔
で
快
適

○
結
婚
や
出
産
で
一
時
離
職
し
て
も

再
就
職
に
有
利

学
校
や
奨
学
金
制
度
に
つ
い
て
の

資
料
を
ご
希
望
の
方
は
、
次
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
歯
科
技
術
専
門
学
校

☎
０
９
７
７-

67-

３
０
３
８
／
学
校

法
人
平
松
学
園　

大
分
歯
科
専
門
学

校　

☎
０
９
７-

５
３
５-

０
２
０
１

私
た
ち
は
誰
か
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、

「
こ
ん
な
こ
と
で
嬉
し
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
」

「
こ
ん
な
言
葉
を
言
わ
れ
て
傷
つ
い
た

ん
だ
ろ
う
」
と
相
手
の
感
情
に
思
い
を

馳
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
相
手
の
感
情
に
寄
り
添
う

「
共
感
力
」
と
い
う
も
の
で
す
。

た
と
え
ば
、
う
つ
病
に
か
か
っ
て
し

ま
っ
た
人
に
対
し
て
、
話
も
聞
か
ず
に

「
あ
の
人
は
弱
い
か
ら
だ
」
と
思
う
。

い
じ
め
ら
れ
て
い
る
人
に
一
方
的
に
「
あ

な
た
も
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
ん
だ

ろ
う
」
と
言
う
。

こ
こ
に
は
「
共
感
」
は
存
在
し
て
い

ま
せ
ん
。
自
分
が
ど
う
思
う
か
と
い

う
自
分
の
主
観
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
言
い
方
だ
と
相
手
の
自
尊
感
情

を
高
め
る
ど
こ
ろ
か
損
な
い
か
ね
ま

せ
ん
。

「
共
感
力
」
を
高
め
る
た
め
に
一
番

大
切
な
こ
と
は
傾
聴
す
る
こ
と
で
す
。

傾
聴
と
い
う
の
は
相
手
の
話
を
た
だ

「
音
」
と
し
て
聞
く
の
で
は
な
く
、
文

字
通
り
耳
を
傾
け
て
、
心
を
傾
け
て

し
っ
か
り
聞
く
こ
と
、
相
手
に
関
心
を

も
っ
て
話
を
聞
く
こ
と
を
意
味
し
て

い
ま
す
。

話
を
聞
く
相
手
に
自
分
の
体
を

ま
っ
す
ぐ
向
け
、
相
手
の
話
を
遮
ら
ず
、

「
う
ん
」「
わ
か
る
よ
」「
そ
う
な
ん
だ

ね
」
と
い
う
言
葉
を
使
い
、
相
手
に
自

分
が
し
っ
か
り
話
を
聞
い
て
い
る
こ
と

を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
相
手
は

自
分
が
尊
重
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
、
よ

り
心
を
開
き
、
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
と
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

傾
聴
は
人
権
尊
重
の
基
本
で
あ
る

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
す
ぐ

に
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
分
自
身
の
人
権
感
覚
を
磨
く
た

め
に
も
、
相
手
の
気
持
ち
に
寄
り
添
う

「
共
感
力
」
を
高
め
る
傾
聴
を
、
今
日

か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
竹
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

☎
63-

４
８
１
７

こころちゃん

「共感力」

人
権

シリーズ　No.42

 

地
元
で
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

 

ふ
る
さ
と
求
人
情
報

①
整
備 

１
人 

15
・
８
～
26
・
３
万

円 

②
介
護
職 

２
人 

12
・
８
万
円 

③

林
業
作
業
員 

１
人 

22
～
28
・
６
万
円 

④
調
理
・
加
工
・
接
客
・
配
送
員 

１

人 

16
～
25
万
円 

⑤
調
剤
薬
局
事
務

員 

１
人 

12
・
８
～
16
万
円 

⑥
一
般

土
木
作
業
員 

１
人 

16
・
１
～
23
万
円 

⑦
事
務
及
び
作
業
員 

１
人 

17
万
円 

⑧
調
理
員 

１
人 

13
・
５
万
円 

⑨
養

鶏
作
業
員 

１
人 

17
～
25
万
円 

⑩
工

場
内
作
業
員 

２
人 

20
万
円 

⑪
販
売

員 

３
人 

13
・
２
～
20
万
円 

⑫
大
型

運
転
手 

１
人 

20
・
３
万
円

〔
パ
ー
ト
求
人
〕（
時
給
）

⑬
販
売
員
及
び
作
業
員 

３
人 

９
０
０

～
１
０
０
０
円 

⑭
清
掃
ス
タ
ッ
フ 

２

人 

８
０
０
～
８
５
０
円 

⑮
調
理
員 

３
人 

８
０
０
～
９
１
０
円 

⑯
精
肉
ス

タ
ッ
フ 

１
人 

８
０
０
円 

⑰
販
売
員 

１
人 

９
１
０
円 

⑱
学
童
支
援
員 

２

人 

１
０
１
１
～
１
０
７
１
円 

⑲
介
護

職
員 

２
人 

９
０
０
円 

⑳
食
肉
加
工
・

販
売
員 

１
人 

７
７
０
円 

㉑
レ
ジ
担

当 

１
人 

７
４
０
円 

㉒
看
護
師
・
准
看

護
師 

１
人 

１
１
０
０
～
１
２
５
０
円 

㉓
配
車
係 

１
人 

７
３
７
～
９
５
０
円 

㉔
食
品
製
造 

１
人 

７
８
０
～
８
５
０

円問
竹
田
市
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

☎
63-
１
１
０
１
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小児科外来休日当番医院
当番日 医　療　機　関

10／ ６㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

10／ ７㈰ 豊後大野市民病院

10／ ８㈪ 豊後大野市民病院

10／13㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

10／14㈰ 豊後大野市民病院

10／20㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

10／21㈰ みやわき小児科

10／27㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

10／28㈰ 豊後大野市民病院

11／ ３㈯ みやわき小児科

11／ ４㈰ 豊後大野市民病院

問豊後大野市民病院（☎0974-42-3121）／みやわき小児科（☎0974-24-0230）／ 

　三重東クリニック（☎0974-22-6333）／竹田市立こども診療所（☎63-3838）

受付時間　8:30～11:30（こども診療所は9:00～12:00） 

診療時間　9:00～12:00（三重東クリニックは8:30～12:00）

受診時の注意　当番医院についてはやむを得ず変更になる場

合があります。あらかじめ当番医院または竹田市消防署（☎63-

0119）に電話でご確認ください。また、院外薬局が休みの場合に

は、あらかじめ用意された約束処方となることがあります。なお、

毎月の当番表については、大分県豊肥保健所のホームページの

「おおいた医療情報ほっとネット」にも掲載しています。

歯科休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

10／ ７㈰ 歯科筑紫医院 ☎ 76-0024

10／ ８㈪ 長湯ごとう歯科 ☎ 75-3001

10／14㈰ 竹田市荻歯科診療所 ☎ 68-3263

10／21㈰ まつもと歯科クリニック ☎ 62-2400

10／28㈰ 久住加藤医院歯科診療部 ☎ 76-0008

※診療時間　9：00〜12：00（受付11：30まで）

※診療時間を確認のうえ、受診してください。

※当番医の情報については、大分県歯科医師会のホームページ

でも確認することができます。

休日及び夜間の在宅当番医院

10 月の在宅当番医院

受付時間　平日夜間 18：00〜21：00　土曜日 13：00〜21：00

　　　　　日曜、祝日 9：00〜21：00

注意事項

・かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこで診てもらう

ようお願いします。

・当番医は、やむを得ず変更される場合があります。必ず事前

に症状などを電話で連絡したうえで受診してください。

・症状が重い場合は救急車を呼んでください。

・原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科外来休

日当番医院を受診してください。

※当番医の情報については、変更になる場合があります。最新の

情報は、ケーブルテレビのデータ放送「休日当番医」をご覧い

ただくか、竹田市消防署（☎ 63-0119）でも確認できます。

全
国
的
に
こ
ど
も
食
堂
が
広
が
り

を
見
せ
て
い
ま
す
。
社
会
構
造
の
変

化
に
伴
い
、
孤
食
と
な
り
が
ち
の
子

ど
も
が
増
え
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

す
。
地
域
の
方
々
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
子
ど
も
た
ち

に
無
料
で
食
事
を
提
供
す
る
こ
と
を

目
的
に
次
々
と
立
ち
上
が
っ
て
い
ま

す
。私

は
竹
田
市
の
こ
ど
も
食
堂
に
は

お
じ
ゃ
ま
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
他
市
の
こ
ど
も
食
堂
に
は
行
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
と
て
も
楽
し

い
雰
囲
気
で
、
子
ど
も
た
ち
は
食
事

前
に
、
教
員
Ｏ
Ｂ
の
方
々
か
ら
勉
強

を
習
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
婦

人
方
が
作
ら
れ
た
カ
レ
ー
、
か
ら
揚

げ
、
サ
ラ
ダ
、
ス
ー
プ
、
デ
ザ
ー
ト
な

ど
が
次
々
と
食
卓
に
並
び
、
そ
の
時

間
に
合
わ
せ
て
訪
れ
た
数
名
の
大
人

も
輪
に
加
わ
り
、
笑
顔
の
時
間
と
な

り
ま
し
た
。
食
後
は
ト
ラ
ン
プ
な
ど

を
し
て
、
順
次
、
帰
路
へ
つ
き
ま
し
た
。

設
立
の
目
的
に
は
貧
困
対
策
も
あ

る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
関
係

な
し
に
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
が
訪
れ
、

大
人
と
子
ど
も
の
交
流
の
場
に
も

な
っ
て
い
る
こ
と
、
年
配
の
方
の
孤

食
対
策
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
を
感

じ
ま
し
た
。

貧
困
対
策
な
ら
別
の
手
段
も
あ
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
熱
意
だ
け
で
は
継

続
性
が
な
い
。
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
や

衛
生
面
は
十
分
か
？
な
ど
、
批
判
的

な
意
見
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
昔

は
悪
い
こ
と
を
し
た
ら
近
所
の
お
じ

さ
ん
か
ら
怒
ら
れ
て
い
た
。
友
人
宅

で
夕
食
ま
で
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
、
今
で
は
み
ら
れ

な
く
な
っ
た
地
域
で
子
ど
も
を
育
て

る
と
い
う
発
想
が
残
っ
て
い
る
か
ら

こ
そ
、
こ
ど
も
食
堂
が
誕
生
し
た
よ

う
に
思
え
ま
す
。
こ
れ
を
地
域
再
活

性
化
の
ひ
と
つ
の
ヒ
ン
ト
と
し
た
い

で
す
ね
。

（
大
分
大
学
客
員
教
授　

是
松
聖
悟
．）

第42回 こども食堂

当番日 医療機関 電話番号 当番日 医療機関 電話番号

  1㈪ 道全内科 ☎63-2270 17㈬ 佐藤医院 ☎68-2005

  2㈫ 志賀内科 ☎63-2083 18㈭ 竹田診療所 ☎62-4014

  3㈬ 久住加藤医院 ☎76-0008 19㈮ 柚須医院 ☎63-2016

  4㈭ 伊藤医院 ☎75-2222 20㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241

  5㈮ 柚須医院 ☎63-2016 21㈰ 大久保病院 ☎64-7777

  6㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241 22㈪ 道全内科 ☎63-2270

  7㈰ 大久保病院 ☎64-7777 23㈫ 志賀内科 ☎63-2083

  8㈪ 竹田医師会病院 ☎63-3241 24㈬ 道全内科 ☎63-2270

  9㈫ 加藤内科医院 ☎63-2006 25㈭ 秦医院 ☎63-2246

10㈬ 志賀内科 ☎63-2083 26㈮ 竹田クリニック ☎64-9000

11㈭ 道全内科 ☎63-2270 27㈯ 大久保病院 ☎64-7777

12㈮ くどう循環器科・内科 ☎63-2304 28㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241

13㈯ 大久保病院 ☎64-7777 29㈪ 道全内科 ☎63-2270

14㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241 30㈫ 志賀内科 ☎63-2083

15㈪ 志賀内科 ☎63-2083 31㈬ 古島眼科 ☎63-2407

16㈫ 須小耳鼻咽喉科 ☎63-3387
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休日・夜間の在宅当番医院／出張！えがおの子育て小児科

――地域医療・小児医療の視点から――

えがおの子育て

小児科

！張出



税
金
は
、
納
税
者
の
皆
さ
ん
が
定
め
ら

れ
た
期
間
内
に
自
ら
納
め
て
い
た
だ
く
も

の
で
す
。

定
め
ら
れ
た
納
期
限
ま
で
に
納
付
が
な

い
場
合
は
「
滞
納
」
と
な
り
、
法
に
基
づ
き

滞
納
処
分
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

■
市
税
や
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険

料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が
滞
納
に

な
っ
た
場
合
、
納
期
限
か
ら
20
日
以
内
に
督

促
状
を
発
送
し
ま
す
。
督
促
状
を
発
し
た
日

か
ら
起
算
し
て
10
日
を
経
過
し
た
日
ま
で
に

そ
の
税
金
を
完
納
し
な
い
場
合
は
、
滞
納
者

の
財
産
を
差
し
押
さ
え
る
等
の
滞
納
処
分
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
市
で
は
財
産
調
査
（
預
貯
金
、
生
命
保

険
、
勤
務
先
へ
の
給
与
支
給
状
況
等
）
を
行

い
、
納
税
資
力
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
納

税
し
な
い
方
に
は
、
滞
納
処
分
を
執
行
し
ま

す
。

■
一
般
的
な
財
産
調
査
で
財
産
が
発
見
で
き

な
い
場
合
に
は
、
強
制
的
に
滞
納
者
の
住
居

等
に
立
ち
入
り
、
差
し
押
さ
え
る
財
産
を
探

す
「
家
宅
捜
索
」
を
行
い
ま
す
。

化しています

■
延
滞
金
は
法
等
で
定
め
ら
れ
て
い
る
条
件

以
外
、
減
免
等
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

■
集
金
は
行
い
ま
せ
ん
。
税
は
自
主
的
納
税

が
原
則
で
あ
り
、
納
期
内
に
納
税
し
て
い
る

方
は
自
ら
納
め
て
い
る
の
に
、
滞
納
し
て
い

る
方
に
対
し
て
集
金
に
行
く
と
い
う
行
為
は

不
公
平
に
な
り
ま
す
。
お
身
体
の
不
自
由
な

方
に
つ
い
て
は
口
座
振
替
を
お
す
す
め
し
ま

す
。

■
過
去
の
税
金
に
つ
い
て
は
、
原
則
一
括
納

付
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
財
産
調
査
に
よ

り
資
力
が
厳
し
い
と
「
竹
田
市
」
が
判
断
し

た
場
合
は
分
割
納
付
を
行
う
場
合
も
あ
り
ま

す
。
分
割
納
付
は
原
則
１
年
（
条
件
に
よ
っ

て
は
最
長
２
年
以
内
）
と
な
り
ま
す
。

分
納
誓
約
を
遵
守
し
て
い
て
も
、
財
産
を
発

見
し
た
場
合
は
差
し
押
さ
え
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

◆　
　

◆　
　

◆

●
納
税
で
き
な
い
理
由
に
な
り
ま
せ
ん

【
地
方
税
法
第
14
条　

税
金
は
全
て
の
債
務

に
優
先
す
る
】

住
宅
や
車
の
ロ
ー
ン
な
ど
の
自
己
の
資
産

形
成
を
優
先
し
て
、
税
金
を
後
回
し
に
し
て

い
る
方
。
ロ
ー
ン
は
総
収
入
か
ら
生
活
費
や

税
、
保
険
料
な
ど
を
差
し
引
い
た
金
額
で
組

む
べ
き
で
す
。
債
務
整
理
な
ど
収
支
の
見
直

し
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

差
し
押
さ
え
を
強
化

2,5922,592

9,5829,582

16,99516,995

39,16839,168

47,72747,727

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

差し押さえによる徴収額（単位：千円）

96.8496.84 96.9996.99
97.7897.78

98.498.4 98.898.8

89.789.7 90.0290.02

92.6292.62

94.6694.66
95.4495.44

一般税 国保税

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

現年分徴収率 （単位：％）

広報たけた平成 30 年 10 月号 24



STOP 滞納!!

滞納整理を強
●
事
前
連
絡
や
承
諾
な
し
に
財
産
調
査

や
差
し
押
さ
え
を
し
ま
す

地
方
税
法
第
３
３
１
条
等
で
は
、
納
期
限
が

過
ぎ
た
後
、
督
促
状
を
発
送
し
て
10
日
を
経
過

し
た
日
ま
で
に
完
納
さ
れ
な
い
場
合
は
、
財
産

を
差
し
押
さ
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
場
合
、
本
人
に
対
し
て
事
前
の

連
絡
や
そ
の
同
意
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
あ
く
ま
で
も
自
主
的
に
納
付
す
る

こ
と
が
原
則
で
す
の
で
、
督
促
状（
と
き
に
は
催

告
書
）な
ど
で
早
期
納
税
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

●
滞
納
し
た
ま
ま
放
置
せ
ず
、
事
情
の

あ
る
人
は
必
ず
納
付
相
談
を

病
気
や
リ
ス
ト
ラ
等
に
よ
る
失
業
、
事
業
の

廃
止
な
ど
や
む
を
得
な
い
理
由
で
、一
時
的
に
税

金
を
納
期
内
に
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
人
は
、

納
期
内
に
竹
田
市
税
務
課
特
別
収
納
推
進
室
ま

で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

生
活
状
況
な
ど
を
聴
き
取
っ
た
う
え
で
、一
定

の
条
件
に
該
当
す
れ
ば
徴
収
の
猶
予
な
ど
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す（
住
宅
や
車
の
ロ
ー
ン
を
優

先
し
て
税
を
後
回
し
に
し
て
い
る
方
に
つ
い
て

は
該
当
し
ま
せ
ん
）。

た
だ
し
、
虚
偽
の
申
し
出
や
納
付
計
画
を
守

ら
ず
に
不
履
行
に
な
っ
た
場
合
は
、
滞
納
処
分

の
対
象
に
な
り
ま
す
。

問
竹
田
市
税
務
課
特
別
収
納
推
進
室

☎
63-

１
１
１
１

（
内
線
１
９
３
、１
９
４
、１
９
５
、１
９
６
）

●
安
心
・
便
利
な
口
座
振
替
が
お
す
す
め

平
成
29
年
度
実
績
で
は
、
年
間
約
１
万
８
千

通
の
督
促
状
を
送
付
し
て
お
り
、
約
１
６
０
万

円
の
経
費
が
か
か
っ
て
い
る
の
が
実
態
で
す
。

納
付
い
た
だ
く
皆
さ
ん
が
ち
ょ
っ
と
気
を
付
け

て
納
期
内
に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
多
く
の

経
費
節
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

税
の
納
め
忘
れ
が
な
く
、
納
期
ご
と
に
納
め

に
行
く
時
間
や
手
間
が
か
か
ら
な
い
便
利
な
口

座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
簡
単
。
振
り
替
え
を

始
め
た
い
納
期
限
の
前
月
15
日
ま
で
に
通
帳
と

届
け
印
を
持
っ
て
市
内
の
金
融
機
関
ま
た
は
竹

田
市
税
務
課
・
各
支
所
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
竹
田
市
税
務
課
管
理
係

☎
63-

１
１
１
１
（
内
線
１
２
１
、
１
２
２
）

一般税 国保税

268
246

208

158

110

363
336

280

211

170

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

滞納額の推移 （単位：百万円）

市税等の徴収強化に向けて
公平な納税と安定的な税収の確保に向け、「県職員

派遣事業」として、県税特別滞納整理室から６名、税

務職員を相互に派遣する「市町村相互併任事業」と

して、豊後大野市から５名、由布市から６名の職員が

辞令を受け、本市に派遣されています。

「県職員派遣事業」の取り組みは７年目で、派遣期

間は12月末まで。豊後大野市・由布市と協定を締結

し行っている「市町村相互併任事業」は３年目で、派

遣期間は来年３月末まで。17名の職員は、本市の徴

税吏員として市職員とともに市税等の徴収に関する

業務を行います。

住みよい地域づくりのために、適正かつ公平な納

税を推し進め、安定的な税収を確保していくため、皆

さまのご理解とご協力をお願いします。

↑（左２人目から）辞令を受けた県税特別滞納整理室の小野貴将さん、
由布市税務課の阿部暁成さん、豊後大野市税務課の三浦寛史さん
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STOP滞納!!  滞納整理を強化しています
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竹田市の職員数は、平成17年の合併後174人の削減をしてきました。それでもなお、人口や産業構造等での類似団体

の中で、人口１万人当たりの職員数の割合が多い状況にあります。

そこで竹田市では、事務事業や組織の見直し、退職者不補充などの行財政改革を推進し、さらなる職員数の削減に努

めているところです。しかし、この削減がサービスの低下につながるものではありません。職員一人一人のマンパワー

を活用し、住民サービスの更なる向上、周辺地域振興策の強化、地方創生への取り組みに役立てていきます。

住みよい地域づくりのために、適正かつ公平な納税を推し進め、安定的な税収を確保していくため、皆さまのご理解

とご協力をお願いします。

１．職員の任免及び職員数に関する状況
（1）採用と退職の状況

平成29年４月１日現在職員数 退職者 採用者 平成30年４月１日現在職員数
352人 ９人 ５人 348人

　　【職員削減の状況】　　平成29年…△４人　　平成28年…△10人　　平成27年…△16人　

（2）部門別職員数の状況

部　門
職員数（人） 対前年比

(人) 部　門
職員数（人） 対前年比

(人)29年度 30年度 29年度 30年度

一
般
行
政
部
門

議　会 4 4 0 特
別
行
政
部
門

教　育 34 34 0
総　務 71 68 ▲ 3 警　察 0 0 0
税　務 15 15 0 消　防 58 57 ▲ 1
民　生 39 40 1 計 92 91 ▲ 1
衛　生 21 20 ▲ 1 公

営
企
業
等
部
門

病　院 0 0 0
労　働 1 1 0 水　道 9 7 ▲ 2
農　水 43 43 0 交　通 0 0 0
商　工 9 9 0 下水道 2 4 2
土　木 26 26 0 その他 20 20 0

計 229 226 ▲ 3
計 31 31 0

合　計 352 348 ▲ 4

（3）定員管理計画の状況

平成17年
４月１日
職員数

数値目標 実　　　績
平成30年
４月１日
職員数

対17年
増減数

対17年
増減率

平成30年
４月１日
職員数

対17年
増減数

対17年
増減率

522人 356人 △166人 △31.8％ 348人 △174人 △33.3％

２．職員の給与の状況
（1）人件費の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成29年度普通会計決算）

区　分
住民基本台帳人口

（平成30年３月31日）
歳出額

Ａ
人件費

Ｂ
職員給与費

Ｃ
人件費率
Ｂ／Ａ

職員給与費率
Ｃ／Ａ

29年度
人 千円 千円 千円 ％ ％

　22,211  19,970,489 3,278,274 1,964,810 16.4 9.8 

※人件費には、特別職等に含まれる給与・報酬や委員報酬等を含みます。

（2）職員の給与費の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （平成30年度普通会計予算）

区　分
職員数

Ａ
給与費 計

Ｂ
１人当り給与費

Ｂ／Ａ給　料 職員手当 期末・勤勉手当

30年度
人 千円 千円 千円 千円 千円

337 1,446,055 287,696 618,052 2,351,803 6,978

※職員手当には退職手当を含みません。

※給与費は当初予算に計上された予算額です。

※職員数は当初予算積算の基礎となった人数です（特別職は含みません）。

地方公務員法第58条の２及び「竹田市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、平成29年度の竹田
市人事行政の運営等の状況について公表します。

これは、市における人事行政の運営状況の公平性・透明性の確保を図るため、市民の皆さんに公表するものです。

平成29年度  竹田市人事行政の運営等の状況

「市民に信頼される質の高い行政サービスの提供を」
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竹田市人事行政の運営等の状況

（3）職員の平均給料月額および平均年齢の状況　　　　　　（4）職員の初任給の状況（削減後額）

　　　　　　　　　　　　    （平成30年４月１日現在）　　　　　　　　　　　　　　　   （平成30年４月１日現在）

区　分 平均給料月額 平均年齢 区　分 初任給 採用後２年経過時

一般行政職 352,300円 46.4歳
大学卒 183,940円 196,515円
高校卒 149,985円 164,043円

※平成30年４月１日から平成31年３月31日までの間は、給料月額を階級に応じて１～６％の減額措置を実施しています。

（5）職員の経験年数別、学歴別平均給料月額（減額後）の状況           　　　　　　　　　　　　 （平成30年４月１日現在）

区　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年
一般行政職 高校卒 224,730円 265,045円 334,931円

※経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合の採用後の年数です。

（6）級別職員数（一般行政職）の状況　　   　　　　　　　　　　　　　    　　　　　　　　  （平成30年４月１日現在）

区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 計

標準職務 主　事 主　任 主　査
係　長
副主幹

課長補佐
主　幹

課　長
参　事

課長補佐
課　長 ―

職員数（人） 2 10 22 85 36 20 30 0 205
構成比（％） 1.0 4.9 10.7 41.5 17.5 9.7 14.7 0 100.0

（7）職員手当の状況
①期末・勤勉手当　　　　 　 （平成30年６月１日現在）　　　②退職手当　　    　　　　   （平成30年４月１日現在）

区　分 期末手当 勤勉手当 勤続年数 自己都合 勧奨・定年
 ６月期 1.225月分 0.90月分 勤続20年 19.6695月分 24.586875月分
12月期 1.375月分 0.90月分 勤続25年 28.0395月分 33.27075月分

  役職による加算措置５～15％ 勤続35年 39.7575月分 47.709月分

③諸手当

区　分 項　　　目
扶 養 手 当 配偶者、子ども等を扶養している場合に支給（配偶者12,500円、他7,000円～15,500円）

住 居 手 当
借家（最高27,000円）、持家（月額2,400円）の区分で支給
※持家手当は廃止。2024年度まで段階的に減額（経過措置中）

通 勤 手 当 ２㎞以上の通勤距離に応じて支給（2,250円～23,290円）
管 理 職 手 当 管理職に対して支給（給料月額の５～７％）
時 間 外 手 当 正規の勤務時間を超えて勤務を命じた場合に支給
特殊勤務手当 税務職員、ケースワーカー、消防職員、医師職員

（8）特別職の報酬などの状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        （平成30年４月１日）

種　　類 区　分 給料月額等 減額後給料月額 期末手当

給　料
市　長 814,000円 716,320円

 ６月期　1.575月分
12月期　1.725月分

加算措置15％

副市長 653,000円 600,760円
教育長 585,000円 538,200円

報　酬
議　長 402,000円 　　　－円
副議長 362,000円 　　　－円
議　員 340,000円 　　　－円

※平成31年３月31日までの間は、市長12％、副市長８％、教育長８％の給料月額の減額措置を実施しています。

３．職員の勤務時間および休暇等の状況
（1）勤務時間の状況　

１週間の勤務時間 開始時刻 終了時刻 休憩時間 週休日
38.75時間 午前８時30分 午後５時 午後０時15分～午後１時 土曜日・日曜日

（2）休暇等の状況　

種　　類 概　　　要 取得状況

年次有給休暇
暦年により20日付与。20日を超えない範囲内の残日数を翌年に限り繰り
越すことができる。

7.1日／年

介 護 休 暇
介護を最低２週間以上必要とし、同一の継続する状態ごとに連続する６
月の期間内（無給休暇）

０人

育 児 休 業 子が３歳に達する日までの期間（無給休暇） ５人

※取得状況は、平成29年１月１日〜平成30年12月31日の暦年での取得状況です。
※上記の休暇以外に公務災害休暇、病気休暇及び特別休暇等があります。
※育児休業は、平成29年度中に新たに育児休業を取得した人数です。
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竹田市人事行政の運営等の状況

４．職員の分限および懲戒処分の状況
分限処分（人） 懲戒処分（人）

免職 降任 降給 休職 計 免職 停職 減給 戒告 計
0 0 0 2 2 0 0 0 0 0

５．職員の服務の状況
全ての職員は、「全体の奉仕者」として公共の利益のために勤務し、職務遂行にあたっては全力で奉仕しなければ

なりません。この服務の基本原則を忠実に実行するため、地方公務員法の規定により、次の義務が課せられています。

○法令等及び上司の命令に従う義務　○信用失墜行為の禁止　○秘密を守る義務　○職務に専念する義務

○政治的行為の制限　○争議行為等の禁止　○営利企業等の従事制限

６．職員の研修の状況
研　修　名 内　　容

職 場 研 修
竹田セミナー（コンプライアンス研修、人事評価制度研修、7.12竹田市防災の日特別講演、

「部落差別の解消の推進に関する法律から学ぶ」研修、財務事務研修、メンタルヘルスセミ
ナー、犯罪被害者等支援市町村職員研修、議会傍聴研修、人権教育研修ほか）

基 本・ 職 務 研 修
課長・課長補佐・係長・中堅職員・新採用研修、契約事務（基本・工事請負）研修、財務実務研
修、公金徴収（私債権等）事務研修、複式簿記と公会計基礎研修、税務関係各種研修、政策形
成能力基礎講座、リスクマネジメント研修、公務員倫理研修指導者養成講座ほか

派 遣 研 修
住民税課税事務研修、法令実務向上研修、防災担当人材育成研修、文化・芸術の活用による
地域づくり研修、エネルギー管理講習ほか

７．その他
（1）公平委員会業務の状況

①勤務条件に関する措置の要求の状況　　　　　　　　　　②不利益処分に関する不服申立ての状況

措置要求件数 不服申立て件数
終結件数 終結件数

0 ― ０ ―

平成29年度  福利厚生事業の状況の概要
　竹田市では､ 地方公務員法第 42 条の厚生福利制度に基づき､ 職員の福利厚生事業を実施しています。人事行政運

営等の状況の公表の一環として福利厚生事業の実施状況等の概要をお知らせします。

　《参考》地方公共団体は、職員の保健、元気回復その他厚生に関する事項について計画を樹立し、これを実施しな

　　　　  ければならない。〔地方公務員法第 42 条〕

１．職員互助会の運営状況
団体名 会員数 市補助金 公費率 主な事業

竹田市職員共済会 356人 2,934千円 29％ 給付事業、文化厚生事業、普及事業

※公費率＝公費／（公費＋会員掛金）

２．健康管理事業の状況　　　                　　　　　　　  　３．公務災害補償の状況
項　　目 内　　容 加入団体 認定件数 災害の内容

定期健康診断 基本検査（350人）

地方公務員
災害補償基金
大分県支部

0 件 公務上の負傷

各種がん検診
前立腺がん（86人・50歳以上男）
乳がん（83人・女）

そ　の　他

脳疾患検査
（45人・45歳、50歳、55歳、58歳）
ピロリ菌

（37人・30歳、45歳、58歳)
ＨＣＶ抗体検査

（69人・20歳以上5歳刻み）
胸部CT

（45人・45歳、50歳、55歳、58歳)



「いずれの日にか
　　　　　  国に帰らん」
安野 光雅　山川出版社

一般の本

昔の津和野の風景や戦争で別
れ別れになってしまった弟との思
い出、そして忘れえぬ人々 …。

安野光雅の優しい絵とともに、
昭和の初めの貧しいけれど平和
なこころを思い出さずにはいられ
ないエッセイです。最後に掲載さ
れている「弟の絵」も味わい深い
もので、ペンネーム「村井宗二」と
いえばお分かりの方もいらっしゃ
るかもしれませんね。

「時の魔法はいかがでしょう？捨
てられないもの、捨てたくないもの
を魔法でお預かりします―」と十年
屋の執事猫カラシがいいます。『ふ
しぎ駄菓子屋銭天堂』『もののけ屋』
の著者がおくる心あたたまる物語。

おや？魔法使いに会うのははじ
めてですか？

今回のおすすめは、竹田出身のシンガ
ーソングライター、古澤剛さんの最新ア
ルバムです。 

ニッポンハムグループTVCMソング
「Color」「キミノチカラ」、コブクロの小渕

健太郎さんとのコラボ楽曲「天の川」「Hey 
Brother！」を含むメジャー初となる渾身
のフルアルバムが遂に完成しました！彼
の更なる活躍を応援したいですね！

郷土のＣＤ

【一般の本】

・足元の小宇宙 ［NHK出版］ 埴  沙萠

・晴れた日は鴨を撃ちに［信濃毎日新聞社］ 北尾  トロ

・青春と泥濘［本の泉社］ 火野  葦平

・キリンの一撃［化学同人］

 レオ ・ グラッセ 著／鈴木  光太郎 訳

・手仕事のはなし［河出書房新社］

 阿部  了 写真／阿部  直美 文

【子どもの本】

・こまり顔の看板猫！ハチの物語［集英社］

 にしまつ  ひろし

・おれからもうひとりのぼくへ［岩崎書店］

 相川  郁恵 作／佐藤  真紀子 絵

・おばあちゃんのはこぶね［現代企画室］

 M．B．ゴフスタイン 著／谷川  俊太郎 訳

・あいことばは名探偵［偕成社］

 杉山  亮 作／中川  大輔 絵

・龍神王子！ドラゴン・プリンス13 ［講談社］ 宮下  恵茉

 他 180 冊ほど入りました。

今
月
の
読
み
聞
か
せ

「
お
は
な
し
ひ
ろ
ば
」

毎
週
火
曜
日
　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

お
は
な
し
ひ
ろ
ば

「
お
は
な
し
ル
ー
ム
」

10
月
４
日
㈭
　
竹
田
幼
稚
園

10
月
11
日
㈭
　
南
部
幼
稚
園
　

い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜
２
時
30
分

開
館
の
ご
案
内

【
竹
田
市
立
図
書
館
】

開
館
時
間

　午
前
10
時
〜
午
後
６
時

休

館

日

　月
曜
日
・
第
４
金
曜
日

【
荻
駅
交
流
館
図
書
室
】

開
館
時
間

　午
前
10
時
〜
午
後
６
時

休

館

日

　土
・
日
・
祝
日
等

【
久
住
図
書
室
・
直
入
図
書
室
】

開
館
時
間

　午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

休

館

日

　土
・
日
・
祝
日
等

司書
おすすめの
一冊

新図書館のコーナー紹介

「西館（新刊コーナー）」

図 書 館 に 行こう図 書 館 に 行こう

新刊のご案内新刊のご案内

10  月
さあ、やって来ました！読書の秋、芸術の秋、スポーツの秋、

そして食欲の秋！図書館にはそれぞれの秋の本が揃っています

よ。あなたはどんな秋を楽しみますか？

※金曜日の開館時間延長（施行期間）は終了しました。
９月５日、市

立図書館が入

館者10万人を

達成。10万人

目の入館者、

伊藤瑶華さん

（竹田南高校１年）には首藤市長から記念

品が贈られました。「館内は居心地がよく、

静かでゆったり過ごせる」と図書館の印象

を語る伊藤さん。「将来の夢は皮膚科医。進

路選択の資料収集に今後も図書館を利用

したい」と話してくれました。

図書館の入口から左側が西

館です。西館入口を入るとすぐ

左側のブックウォールに新刊コ

ーナーがあります。市報で紹介

した本や、入ってきたばかりの新

刊を展示しています。

左側が一般書、右側に児童書が並んでいますので、図書館に

来られたらまず最初にチェックしてみてください。いま話題の本や、

おすすめの本、人気シリーズの本などが見つかると思います。また

読みたい本のリクエストも受け付けていますので、カウンターで気

軽にお申し込みください。

子どもの本 「十年屋」
廣嶋 玲子 作／佐竹 美保 絵　静山社

「夢で会いましょう」 
古澤 剛　テイチクエンタテインメント

入館者10万人達成！

はるか

■竹 田 市 立 図 書 館　TEL & FAX  63-1048

■荻駅交流館図書室　TEL & FAX  68-2200

■久住図書室　TEL 76-0717   FAX 76-0724

■直入図書室　TEL 75-2211   FAX 75-2217
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市長コラム

〈第109 回〉

文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが 『 有
由有縁』。人との出会いや物事との接点が生ま
れるのは、偶然ではなく、それなりの理由が
働くからであるという意味です。

←西中仕切の石垣を支える岩盤
が崩落したことにより、石垣
が浮き不安定な状態に

過
あ
や
ま

ち
を
改

あ
ら
た

め
ざ
る
を
、こ
れ
過

あ
や
ま

ち
と
い
う

岡
城
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
問
題

岡
城
が
全
国
的
な
注
目
を
集
め
始
め
た
。
ト
リ

ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
い
う
旅
行
サ
イ
ト
で
、
口

コ
ミ
サ
イ
ト
と
し
て
は
世
界
最
大
の
閲
覧
数
を

持
つ
と
い
う
こ
と
で
有
名
だ
が
、
そ
こ
か
ら
発
表

さ
れ
た
『
旅
好
き
が
選
ぶ
！
日
本
の
城
ラ
ン
キ
ン

グ
２
０
１
８
』
で
、
わ
れ
ら
が
岡
城
は
総
合
で
5

位
を
獲
得
。
昨
年
が
18
位
だ
っ
た
か
ら
驚
く
べ
き

大
躍
進
で
あ
る
。

お
城
が
建
っ
て
い
な
い
城
跡
だ
け
で
見
る
と
、

岡
城
は
全
国
で
一
番
の
人
気
を
得
た
こ
と
に
な
る
。

大
手
門
に
木
製
の
階
段
を
整
備
し
た
り
、
ト
イ

レ
や
休
憩
所
を
備
え
た
便
益
施
設
を
作
っ
た
り
、

山
城
サ
ミ
ッ
ト
を
成
功
さ
せ
て
全
国
に
情
報
発

信
し
た
り
、
さ
ら
に
は
Т
Ａ
Ｏ
の
野
外
コ
ン
サ
ー

ト
を
成
功
さ
せ
た
り
、
市
内
外
か
ら
ド
ロ
ー
ン
に

よ
る
映
像
が
配
信
さ
れ
た
り
し
て
盛
り
上
が
り

を
見
せ
始
め
た
。
そ
し
て
、
何
よ
り
市
民
の
皆
さ

ん
や
協
力
企
業
の
奉
仕
活
動
、
さ
ら
に
毎
日
の
よ

う
に
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る

方
々
の
汗
の
結
晶
で
あ
る
と
感
謝
し
て
い
た
そ
の

時
、
あ
る
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
た
。

「
岡
城
の
石
垣
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
修
復
さ
れ

て
景
観
を
台
無
し
に
し
て
い
る
。
テ
レ
ビ
取
材
が

あ
っ
た
」
と
い
う
も
の
だ
。
修
復
工
事
の
完
了
は

昨
年
の
年
末
だ
っ
た
と
い
う
か
ら
す
で
に
9
か

月
が
経
過
し
て
い
る
。
桜
祭
り
を
始
め
、
私
た
ち

も
数
度
訪
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
今

ま
で
そ
の
こ
と
が
報
じ
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
。
日

本
一
と
な
っ
た
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
「
水
を
差
す
」

よ
う
な
報
道
が
な
さ
れ
る
不
運
を
嘆
き
つ
つ
現

場
に
急
行
し
た
。

市
民
か
ら
も
観
光
客
か
ら
も
ク
レ
ー
ム
が
付

か
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
私
は
現
地
で
そ
の
原

因
が
わ
か
っ
た
。「
こ
の
下
で
す
」
と
案
内
し
て
く

れ
た
職
員
か
ら
教
え
ら
れ
る
ま
で
『
現
場
』
が
わ

か
ら
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
わ
か
り
に
く
い
場
所

な
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
だ
と
教
え
ら
れ

れ
ば
気
に
な
っ
て
仕
方
な
い
場
所
で
も
あ
っ
た
。

対
岸
の
角
度
か
ら
見
る
と
、
マ
ス
コ
ミ
が
指
摘

す
る
と
お
り
、
実
に
違
和
感
の
あ
る
景
色
が
あ
る
。

担
当
職
員
に
聞
く
と
、「
あ
そ
こ
は
石
垣
が
崩
壊

し
た
の
で
は
な
く
、
下
の
岩
盤
が
崩
落
し
た
ん
で

す
。
そ
の
岩
盤
を
強
度
の
あ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で

補
強
す
る
と
い
う
手
法
を
取
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ

ん
、
文
化
財
の
専
門
家
や
土
木
工
学
の
先
生
も
立

ち
会
い
の
上
で
工
法
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
」
と
の

こ
と
。
上
の
石
垣
の
崩
落
を
防
が
な
け
れ
ば
と
い

う
趣
旨
は
理
解
し
た
。
し
か
し
、
異
様
な
の
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
色
で
あ
る
。
な
ぜ
白
く
輝
く
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
肌
を
見
せ
る
の
か
。
周
り
と
同
化
す

る
色
彩
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
議
論
さ
れ
な
か
っ

た
の
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、「
も
ち
ろ
ん
議
論
に

な
り
ま
し
た
が
、
時
間
を
か
け
て
自
然
に
経
年
変

化
さ
せ
る
こ
と
が
一
番
だ
と
い
う
統
一
見
解
で
し

た
」
と
言
う
。

小
細
工
を
す
れ
ば
、
か
え
っ
て
周
り
の
自
然
界

と
の
一
体
感
は
得
ら
れ
な
く
な
る
か
ら
と
コ
ン
ク

リ
ー
ト
む
き
出
し
の
状
態
に
な
っ
た
と
い
う
。
確

か
に
、
す
で
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
色
づ
き
始
め
、

周
り
の
草
の
つ
る
も
伸
び
て
い
る
。
し
か
し
、
い

く
ら
な
ん
で
も
、
5
年
も
の
時
間
、
変
化
を
待
ち

続
け
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

で
き
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
仕
方
な
い
、
つ
ま
り

既
往
は
咎と
が

め
ず
で
あ
る
。

し
か
し
、
過
ち
を
改
め
ざ
る
を
、
こ
れ
過
ち
と

い
う
言
葉
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

こ
ん
な
は
ず
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
あ

る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
結
果
的
に
最
良
の
判
断
で

は
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
そ
し
て
そ
の
こ
と
を
多

く
の
人
か
ら
指
摘
さ
れ
た
ら
、
素
直
に
よ
り
良
き

道
を
歩
む
こ
と
で
あ
ろ
う
。

早
急
に
善
後
策
を
講
じ
る
よ
う
に
と
の
指
示

を
出
し
た
。
す
ぐ
に
担
当
課
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。

「
経
年
変
化
を
早
く
し
、
し
か
も
安
全
な
手
法
が

見
つ
か
り
ま
し
た
」。

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
ご
心
配
を
お
か
け
し
ま

し
た
が
、
市
民
が
誇
る
こ
と
の
で
き
る
岡
城
の
再

生
に
向
け
て
、
行
政
は
頑
張
り
ま
す
。

広報たけた平成 30 年 10 月号 30竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/



   

第
71
回
大
分
県
民
体
育
大
会

  
平
成
最
後
の
夏
、熱
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

↑ラグビーフットボールでパート優勝を飾った竹田市チームの皆さん

↑銃剣道・個人戦50歳未満第１位の塚﨑邦裕
さん（左）と第２位の今永健太さん（右）

↑陸上・共通男子5000メートルで１位に輝
いた山田泰史さん

９
月
８
日
か
ら
10
日
を
主
日
程
と

し
て
、「
第
71
回
大
分
県
民
体
育
大

会
」
が
県
南
ブ
ロ
ッ
ク
を
中
心
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

竹
田
市
選
手
団
は
総
勢
４
２
８
名

で
28
競
技
に
臨
み
、
１
５
７·

１
点
を

獲
得
。
前
回
の
総
得
点
を
１
５·

１
点

上
回
り
、
躍
進
順
位
は
４
位
、
総
合

順
位
は
前
回
と
同
じ
15
位（
Ｃ
部
５

位
）と
な
り
ま
し
た
。

主
な
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
水
泳
】男
子
50
〜
60
歳
未
満
50
メ
ー

ト
ル
自
由
形
第
３
位　

志
賀
哲
哉

／【
陸
上
】共
通
男
子
５
０
０
０
メ
ー

ト
ル
第
１
位　

山
田
泰
史
▼
30
歳

以
上
女
子
１
０
０
メ
ー
ト
ル
第
３

位　

花
田
聖
子
／
【
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
】
総
合
１
位
（
Ａ
パ
ー
ト

優
勝
）
／
【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】
総
合
１

位
※
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
郡

市
が
同
順
位
／
【
山
岳
】
成
年
女
子

種
別
第
３
位
／
【
銃
剣
道
】
個
人
戦

50
歳
未
満
第
１
位　

塚
﨑
邦
裕
／

▼
個
人
戦
50
歳
未
満
第
２
位　

今

永
健
太
／【
ボ
ウ
リ
ン
グ
】３
人
チ
ー

ム
戦
第
３
位

参
加
者
・
参
加
チ
ー
ム
大
募
集

秋
は
久
住
で
ス
ポ
ー
ツ

第
16
回

久
住
地
域
さ
わ
や
か
ス
ポ
ー
ツ
大
会

日
時　

10
月
20
日
㈯　

午
前
９
時
〜

場
所　

久
住
総
合
運
動
公
園

内
容　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
、
女
子
ミ
ニ
バ
レ
ー

募
集
締
切　

10
月
15
日
㈪

第
51
回
久
住
地
域
駅
伝
競
走
大
会

日
時　

11
月
10
日
㈯　

午
後
２
時
〜

場
所　

日
本
一
の
マ
ラ
ソ
ン
練
習

コ
ー
ス（
久
住
町
南
登
山
口
）

募
集
締
切　

11
月
２
日
㈮

※
久
住
地
域
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す

る
方
を
対
象
と
し
ま
す
が
、
詳
細
に

つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
久
住
公
民
館　

☎
76-

０
７
１
７
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山
地
の
草
原
に
生
育
す
る
高
さ

１
・
２
㍍
ほ
ど
の
、
よ
く
枝

え
だ

分わ

か
れ

す
る
多
年
草
で
す
。
よ
く
ス
ス
キ
と

混こ
ん
せ
い生

し
ま
す
。

根こ
ん
せ
い生

葉よ
う

は
３
～
４
回
の
３
出

し
ゅ
つ

複ふ
く
よ
う葉

で
す
。
広

こ
う
と
う倒

卵ら
ん
け
い形

の
小

し
ょ
う
よ
う

葉
は
ま

る
い
浅あ

さ

い
鋸

き
ょ

歯し

が
あ
り
、
長
さ
３
・

５
㌢
、
幅
も
同
じ
く
３
・
５
㌢
ほ
ど

で
す
。
互ご

せ

い生
の
茎

け
い

葉よ
う

は
節
々
に
つ
き

ま
す
。
葉

よ
う
へ
い柄

の
基き

ぶ部
に
は
ふ
く
ら
ん

だ
托

た
く

葉よ
う（

葉
柄
の
元
に
あ
る
１
対つ

い

の

付ふ
ぞ
く
た
い

属
体
）が
あ
り
ま
す
。

夏
か
ら
秋
の
頃
、
茎

け
い

頂ち
ょ
う
に
傘か

さ

を
開

い
た
よ
う
な
形（
写
真
）に
集
ま
っ
た

複ふ
く
さ
ん
ぼ
う

散
房
花か

じ

ょ序
に
純
白
の
が
く
と
径

１
㌢
ほ
ど
の
球

き
ゅ
う
じ
ょ
う

状
に
つ
く
雄お

し
べ

の
花か

糸し

（
花か

ふ

ん粉
を
出
す
葯や

く

を
つ
け
た

糸い
と
じ
ょ
う

状
の
柄え

）を
集
め
て
つ
け
花
弁
は

あ
り
ま
せ
ん
。
が
く
は
広こ

う

だ楕
円え

ん
け
い形

で

早そ
う
ら
く落

性せ
い

と
い
っ
て
早
く
に
散ち

っ
て

し
ま
い
、
へ
ら
状
の
雄
し
べ
の
花
糸

の
み
が
落
ち
ず
に
残
り
ま
す
。

和
名
の
由
来
は
花
の
姿
が
樹

じ
ゅ
ぼ
く木

の
カ
ラ
マ
ツ
の
葉
を
思
わ
せ
る
の

で
唐

カ
ラ
マ
ツ松

草ソ
ウ

の
名
が
あ
り
ま
す
。

竹
田
で
は
、
く
じ
ゅ
う
山
系
の
草

原
で
稀ま

れ

に
観
察
さ
れ
る
個
体
の
少

な
い
植
物
で
す
。
花
期
は
７
月
か
ら

９
月
で
す
。

こ
の

広
報

紙
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

広
報
た
け
た
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